
「三沢独自の特徴あるまつり」を目指し、三沢青年会議所が三沢まつり中日
に開催する国際色豊かなイベント。半

は っ ぴ

被と手拭いを身に付けた外国人が意
気揚々と神

み こ し

輿を担ぐ姿は、国際交流が盛んな三沢ならではの光景。

国際サマーフェスティバル ８月 23 日／市内幹線道路ほか
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三
沢
の
夏
の
祭
典
『
三
沢
ま
つ
り
』
は
今
年
で
90
周
年
。

祭
り
の
様
子
を
伝
え
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

90
周
年
迎
え
た
『
三
沢
ま
つ
り
』

　

８
月
21
日
の
前
夜
祭
と
22
日
か

ら
の
３
日
間
、
今
年
で
90
周
年
を

迎
え
た
『
三
沢
ま
つ
り
』
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
前
夜
祭
は
断
続

的
な
雨
に
、
翌
日
の
お
通
り
は
激

し
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
る
も
、
中

日
以
降
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加

し
た
多
く
の
人
々
が
記
念
す
べ
き

節
目
の
祭
り
を
祝
い
、楽
し
ん
だ
。

　
『
三
沢
ま
つ
り
』
の
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
は
、
各
祭
礼
自
慢
の
山

車
。
14
祭
礼
の
山
車
組
と
呼
ば
れ

る
人
々
が
、
こ
つ
こ
つ
作
り
上
げ

た
入
魂
の
作
品
だ
。
荘
厳
か
つ
美

麗
。
お
通
り
の
合
同
夜
間
運
行
で

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
日
中
運

行
と
は
ま
た
異
な
る
美
し
さ
を
見

せ
た
。
さ
ら
に
、
山
車
上
で
は
、

練
習
を
重
ね
て
き
た
子
ど
も
た
ち

が
祭
り
ば
や
し
を
演
奏
。
力
強
い

太
鼓
と
美
し
い
笛
の
音
、
威
勢
よ

い
掛
け
声
が
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

ま
た
、
中
日
の
23
日
に
は
、
郷

土
民
俗
芸
能
や
大
仮
装
行
列
、
流

し
踊
り
や
国
際
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
）

な
ど
を
実
施
。
三
沢
を
訪
れ
て
い

た
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
姉
妹
都
市

友
好
親
善
使
節
団
も
、
人
力
車
な

ど
に
乗
っ
て
参
加
。
青
い
森
鉄
道

三
沢
駅
東
口
広
場
で
の
古
間
木
三

社
奉
納
ま
つ
り
や
、
90
周
年
を
記

念
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

る
な
ど
、
例
年
以
上
に
多
彩
な
内

容
は
今
年
の
『
三
沢
ま
つ
り
』
を

大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

特
集

そ
つ

じ
ゅ
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銀座連合

市職員互助会

幸町一丁目

中央町二丁目

岡三沢

桜町二丁目

大町連合

大通り

薬師町本町四丁目

平畑新町

中央町一丁目

ふるまき

銀座連合 岡三沢 薬師町

幸町一丁目

市職員互助会 桜町二丁目 ふるまき 本町四丁目

平　畑

中央町一丁目中央町二丁目 新　町大通り大町連合

祭
り
ば
や
し
競
演
会
と
山
車
審
査
会

　

毎
年
、
祭
礼
同
士
が
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
る
『
三
沢
ま
つ
り
』

の
前
夜
祭
。
祭
り
ば
や
し
競
演
会

に
は
、
練
習
を
重
ね
た
各
祭
礼
の

子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、
さ
ら
に

選
ば
れ
た
精
鋭
が
出
場
。
祭
礼
の

誇
り
と
代
表
と
し
て
の
責
任
を
背

負
い
、
１
位
を
目
指
す
。
一
方
、

山
車
の
自
作
化
に
伴
い
、
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
山
車
審

査
会
。
そ
こ
で
授
与
さ
れ
る
賞

は
、
人
員
・
資
金
不
足
に
悩
み
な

が
ら
仕
事
後
や
休
日
の
時
間
を
費

や
し
、
山
車
を
作
っ
て
き
た
各
祭

礼
山
車
組
が
手
に
す
る
栄
誉
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

８
月
21
日
に
行
わ
れ
た
今
回
の

前
夜
祭
で
は
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル

ド
ー
ム
に
14
祭
礼
が
集
結
。
色
鮮

や
か
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
各

祭
礼
の
山
車
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
を

囲
み
、
競
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

祭
典
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積

み
重
ね
て
き
た
努
力
に
敬
意
を
払

い
、
各
賞
を
授
与
。
結
果
に
悔
し

涙
を
流
す
者
も
い
れ
ば
、
仲
間
と

喜
び
を
分
か
ち
合
う
者
も
い
た
。

そ
し
て
、
最
後
は
互
い
の
健
闘
を

讃
え
合
い
、
祝
福
。
翌
日
か
ら
の

祭
り
の
成
功
を
誓
い
合
っ
た
。
気

迫
み
な
ぎ
る
競
演
会
と
趣
向
凝
ら

し
た
各
祭
礼
入
魂
の
自
作
山
車
。

そ
の
迫
力
や
美
し
さ
は
、
集
ま
っ

た
多
く
の
人
々
の
心
を
動
か
し
、

楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　けんか太鼓は、ふるまき祭礼が元祖。「けんか太鼓は外したく
ない」「けんか太鼓を盛り上げていこう」と子どもたちは泣きな
がらでも必死に頑張ってきました。その姿を毎日見てきたので、

「（子どもたちは）できる」と信じていました。練習の成果が
あらわれた当然の結果です。また、練習をしながらでも常に
子どもたちと遊びながら「楽しませる」という努力もしてき
ましたので、それも結果につながったのかなと思います。

山本  佳
か な

奈さん　ふるまき祭礼委員会指導係【祭りばやし競演会　１位】

子どもたちが必死に頑張ってきた結果。 「できる」 と信じていました。

INTERVIEW

祭りばやし競演会
審査結果

１ 位 ふるまき祭礼委員会

２ 位 新町祭礼

３ 位 中央町二丁目祭礼委員会

４ 位 銀座連合町内会祭礼

５ 位 桜町二丁目町内会祭礼

特別賞 本町四丁目祭礼

最優秀賞 三国志　～劉
り ゅ う び

備玄
げ ん と く

徳と五
ご こ

虎大将軍～ 平畑祭礼委員会

優 秀 賞

三沢まつり 90 周年記念「三
さ ん こ

湖龍神伝説」 中央町二丁目祭礼委員会

西
さ い ゆ う き

遊記　牛魔王 中央町一丁目祭礼

源
げ ん ぺ い

平合戦盛
せ い す い き

衰記 幸町一丁目祭礼委員会

特 別 賞

浦島太郎 大町連合町内会祭礼

琵
び わ こ

琶湖伝説　竹
ち く ぶ し ま

生島縁
え ん ぎ

起絵
え ま き

巻 大通り祭礼委員会

本能寺炎上と戦国時代の三大武将 新町祭礼

山車審査会
審査結果

浪岡  正
ただし

さん　平畑祭礼委員会【山車審査会　最優秀賞】

協力し合い完成した山車。 感謝し喜び分かち合いたい

　念願の最優秀賞をいただけて、すごくうれしいで
す。今日（前夜祭当日）は私の誕生日でもあり、大
きなサプライズプレゼントとなりました。苦労をし
た分、いろいろありましたが、みんなで協力し合っ
て完成した山車。みんなに感謝して、喜びを分かち
合いたいです。三沢まつりの 100 周年はもうすぐ。
これからは、三沢まつりを一年でも長く続けていく
ための山車作りを目指したいです。

INTERVIEW

め合う前夜祭高
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『三沢まつり今と昔』

　歴史民俗資料館では、『三沢まつり』の今昔をテー
マに、発祥の由来や移り変わり、特徴などについての
企画展を開催しています。
　昭和 43 年頃までの記録や資料が少なく、関係者の
証言や古い写真から歴史の変遷を説明。『三沢まつり』
山車運行のモデルとなった八戸三社大祭や、山車に使
用している人形の実物、製作風景も展示しています。
　本企画展を通して『三沢まつり』の形態や当時の人々
の生活に思いを馳せ、時代の移り変わりや祭祀などに
ついて、関心を抱いていただければと考えています。

期　間　開催中～平成 27 年３月 29 日（日）
　　　　（休館日は月曜日と年末年始）
時　間　9:00 ～ 17:00
　　　　（11 月～ 3 月は 16:00 まで）
入場料　一般 100 円／小・中学生 50 円
　　　　（小・中学生は土曜日無料）
問い合わせ先　歴史民俗資料館（☎ 59-3670）

歴史民俗資料館　三沢まつり 90 年記念企画展

1  三社大祭に参加した本町二丁目の人 （々昭和 25 年）
2  市役所通り成健商店前での仮装行列（昭和 34 年）
3  上久保小学校前での山車運行（昭和 35 年）
4  中央公園で実施した祭りばやし競演会（昭和 51 年）
5  初めての山車審査会で最優秀賞を獲得した中央町

　   一丁目祭礼の自作山車（平成 15 年）
6  初めての十五山車別れけんか太鼓（平成 16 年）
7  悪天候のため公会堂で開催された祭りばやし競演会

　  （平成 20 年）
8   祭りを受け継ぐ子どもたち

123

45678

を迎えた祭り卒寿

事
、
昔
話
を
テ
ー
マ
と
し
た
山
車

が
多
い
が
、
中
に
は
国
際
文
化
都

市
ら
し
く
西
洋
の
童
話
を
取
り
入

れ
た
り
、
ア
ニ
メ
な
ど
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
山
車
が

登
場
。
昨
年
に
は
寺
山
修
司
の
山

車
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
異
色
の
山

車
も
『
三
沢
ま
つ
り
』
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
る
。
ま
た
、
46
年
目

を
迎
え
た
祭
り
ば
や
し
競
演
会
で

は
、
毎
年
、
各
祭
礼
が
切
磋
琢
磨
。

子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
姿
は
美
し

く
力
強
い
音
色
と
と
も
に
観
客
を

感
動
さ
せ
て
い
る
。

次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
に

　

時
代
と
と
も
に
進
化
を
続
け
て

き
た
『
三
沢
ま
つ
り
』。
し
か
し
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
、
地
域
の
祭
り
を
愛
す
る

想
い
。
こ
の
90
年
の
間
、
戦
争
や

数
々
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら

も
、
先
人
は
私
た
ち
に
素
晴
ら
し

い
祭
り
を
遺
し
て
く
れ
た
。
先
人

へ
の
敬
意
と
感
謝
を
忘
れ
ず
、
そ

の
想
い
に
応
え
る
た
め
に
、
次
は

私
た
ち
が
、
次
の
世
代
へ
受
け
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
加
者
や
山
車
製
作
者
の
不
足
な

ど
に
苦
し
ん
で
い
る
祭
礼
も
多

い
。
三
沢
に
住
む
一
人
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
。
卒
寿
を
迎
え
た

節
目
に
、
今
一
度
、
祭
り
と
の
関

わ
り
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　
　
【
特
集　

卒
寿
の
祭
り　

完
】

進
化
し
て
き
た
『
三
沢
ま
つ
り
』

　

人
に
す
れ
ば
90
歳
、
卒
寿
を
迎

え
た
『
三
沢
ま
つ
り
』。
そ
の
発

祥
は
、大
正
14
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
の
古
間
木
駅
（
現
・
青
い
森

鉄
道
三
沢
駅
）
周
辺
で
は
火
事
が

多
発
。
不
動
神
社
、
権ご

ん
げ
ん現
神
社
、

薬
師
神
社
の
神
々
を
楽
し
く
遊
ば

せ
る
こ
と
で
火
を
鎮
め
よ
う
と
始

め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
八
戸
の
三

社
大
祭
を
参
考
に
し
た
御
神
輿
行

列
と
、
八
戸
か
ら
借
り
て
き
た
山

車
を
運
行
（
※
大
通
り
祭
礼
は
昭

和
34
年
以
降
、山
車
を
自
作
）。『
三

社
大
祭
』
と
し
て
古
間
木
駅
周
辺

で
開
催
さ
れ
て
き
た
。
太
平
洋
戦

争
中
、
御
神
輿
行
列
を
除
き
一
時

中
断
さ
れ
た
が
、
戦
後
に
復
活
。

参
加
町
内
会
が
増
え
、
規
模
は
拡

大
。
昭
和
43
年
か
ら
は
『
三
沢
ま

つ
り
』
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

前
夜
祭
で
の
祭
り
ば
や
し
競
演

会
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
44
年
。

昭
和
56
年
に
は
三
沢
国
際
ま
つ
り

（
現
・
国
際
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
が
初
め
て
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
祭
り
の
内
容
は
充
実
し
て

い
っ
た
。
平
成
14
年
に
青
森
陸
運

支
局
な
ど
か
ら
山
車
の
牽
引
搬
送

へ
の
指
摘
・
通
達
を
受
け
、
翌
年

以
降
、
全
祭
礼
が
山
車
を
自
作
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
今

年
で
11
年
。
山
車
の
製
作
技
術
は

年
々
向
上
し
、
大
き
さ
や
緻
密
さ

な
ど
、
各
祭
礼
の
山
車
は
進
化
し

続
け
て
き
た
。
中
国
や
日
本
の
故

三沢まつりの略歴
1925 年（大正 14 年） 第１回三社大祭
1948 年（昭和 23 年） 下田村・六戸村・浦野舘村の一部を合併し、大三沢町と

なる。

1958 年（昭和 33 年） 三沢市制施行

1959 年（昭和 34 年） 大通り祭礼が自作山車『梁川庄八』を運行

1968 年（昭和 43 年）『三沢まつり』に名称を変更（※昭和 37 年の説もあり）
1969 年（昭和 44 年） 前夜祭行事として祭りばやし競演会を開始。

※市民会館（現・公会堂）前を会場に、舞台は米軍基地
　より借用した大型トレーラー

1976 年（昭和 51 年） 前夜祭行事の祭りばやし競演会を中央公園で開催
1978 年（昭和 53 年） 祭りばやし競演会を米軍基地内で米軍花火大会と同時開催
1981 年（昭和 56 年） 三沢国際まつり（現・国際サマーフェスティバル）を初開催
1992 年（平成  4 年） 中央公園で山車展示を併せた前夜祭行事を試みる。

（山車展示３台）
1997 年（平成   9 年） 前年にオープンしたミス・ビードルドームで初めて前夜

祭を開催。過去最高の 14 台の山車が集まる。
2002 年（平成 14 年） 16 台の山車が合同運行（うち自主製作 1 台）

2003 年（平成 15 年）『新生三沢まつり元年』
山車作り講習会を開催。自主製作の山車 15 台が運行し、
この年から山車審査が始まる。

2004 年（平成 16 年）『再出発・第２のステージ』
十五山車別れのけんか太鼓が初めて行われる。

2007 年（平成 19 年） 市の委託事業から補助事業へ移行。商工会が単独主催者
となる。御神輿渡御と初日の合同夜間運行を初めて実施。

2012 年（平成 24 年） 天候不良のため、お通りの夜間運行が中止。
薬師町祭礼の山車が故障により運行不能となるが、本町
四丁目や新町、ふるまきの祭礼が助け合った。

2013 年（平成 25 年） 14 台の山車による合同運行。薬師町祭礼とテラヤマ・ワー
ルドが協力し、寺山修司作品『人魚姫』をモチーフにし
た山車を製作・運行した。

第１回三社大祭に参加した人々
／松橋旅館（現在の本町一丁目、かねた旅館）前
1925 年（大正 14 年）　㈱萬誠堂 佐々木伸芳氏所蔵

06市役所  代表  ☎ 53-511107 広報みさわ　2014・09

特
集

　
卒
寿
の
祭
り

特
集

　
卒
寿
の
祭
り



第二中学校野球部が
全日本軟式野球東北大会優勝を報告

７月 28 日

　第二中学校の野球部員ら約 30 人が市役所を訪問。7 月 5 日に
市民運動広場野球場で開催された第 31 回全日本少年軟式野球
大会東北（B ブロック）予選で優勝したことを、種市市長に報
告しました。
　『中学生の甲子園』とも呼ばれ、球児たちの憧れとなってい
る本大会の東北予選が、今年は三沢市で開催。同校野球部は、
地元チームとしての期待に応え、見事優勝を果たし、全国大会
出場の切符を手にしました。同校野球部を率いる小森監督は、
1 年間を振り返り、「全国大会出場を目指して励んできたが、念
願がかなった」と、チーム結成時に掲げた目標を達成した選手
たちを称賛。全国大会に向けて意気込みを語る選手たちととも
に、「三沢の代表として堂々と頑張りたい」と、地域の誇りを持っ
て戦うことを誓っていました。

　市内でのボランティア活動を申し出た米軍三沢基地司令部
に、市観光協会がオートキャンプ場と小川原湖キャンプ場での

作業を提案。この日、オー
トキャンプ場に集まった有
志米軍人とその家族、合計
約 40 人は、職員が刈った
後の雑草を片づけたり、ご
みを拾うなど、熱心に清掃
活動を行いました。

米軍がキャンプ場でボランティア清掃活動
７月 19 日

　三沢電気工事業協同組合の宮川忠志 副理事長（㈱パル電装技
研 代表取締役）をはじめ、組合員 5 人が市役所を訪問。防犯
灯 12 基を市へ寄贈しました。同組合に加盟する市内業者 12 社

は平成 9 年から毎年、取り付け
工事を含めた防犯灯の寄贈を継
続。種市市長は「まちを明るく
する皆さんのご厚意を大切に使
わせていただきます」と、感謝
の想いを伝えました。

三沢電気工事業協同組合が防犯灯を寄贈
７月 22 日

　㈱ワークサポートの代表取締役、今井義人氏が市教育委員会
を訪問。競技人口が減少し低迷する少年野球の現状を憂い、「三
沢市の少年野球を活性化させたい。小さな子どもも練習できる

よう道具をそろえてあげたい」
と、個人で購入した軟式ボール
10 ダース（120 個）を寄贈しま
した。このボールは市内で活動
する６つの少年野球チームに分
配され、子どもたちの練習に役
立てられるとのことです。

少年野球の活性化を願い野球ボールを寄贈
７月 29 日

消防本部が市内ホテルへ表示マークを交付
８月１日

　収容人数 30 人以上のホテル・旅館等施設を対象として、平
成 26 年 4 月 1 日から全国一斉に始まった、任意の制度『表示
制度』。対象施設関係者からの申請を受け、消防
機関が審査した結果、消防法令ほか防火安全上
重要となる建築基準法令に適合していると認め
られた施設に消防機関から、有効期間が 1 年間
の銀の表示マーク、あるいは 3 年間の金の表示
マーク（3 年間継続して表示基準に適合している
と認められた場合）が交付されます。
　三沢市内では、いち早くホテルルートイン三沢、三沢パーク
ホテル、三沢シティホテルの 3 施設が申請し、市消防本部が審査。
法令等に適合していると認められ、この日、消防本部に集まっ
た各施設の経営者代表へ、市内で初めて銀の表示マークが交付
されました。

　平成 15 年に始まった三沢燃料組合からの寄付は、平成 17 年
以降も毎年度継続。「市が必要とする事業に使ってほしい」と
その時

ときどき

時の重要な事業に充てられています。
　この日、役員とともに市長室
を訪れた同組合の宮野楠見組合
長（㈲宮野燃料 代表取締役）は、
10 万円を寄付。「防災対策に関
する事業へ役立ててほしい」と
種 市 市 長 に 目 録 を 手 渡 し ま し
た。

三沢燃料組合が市防災対策事業へ寄付
８月４日

北部航空方面隊新司令官 尾
お う え

上空将らが
種市市長を表敬訪問

８月６日

　８月５日付けで航空自衛隊北部航空方面隊司令官に着任した
尾上定

さだまさ

正空将と、副司令官に着任した増
ま す こ

子 豊
ゆたか

空将補が市長室
を訪問。種市市長へ着任の報告を行いました。
　司令部を置く三沢基地と千歳基地を中心に、それぞれの航空
団やレーダー部隊、地対空ミサイル部隊、戦闘部隊などをもっ
て防空任務と領空侵犯に対する措置を遂行する北部航空方面隊
は、北日本の防衛の要。歓迎する種市市長に着任を報告した尾
上空将は、刻々と変化する国際情勢に「緊張感を持って厳正に
対応していきたい」と毅然とした姿勢を示しました。また、既
に導入が決定している F35 戦闘機の維持整備などにも触れ、「新
しい分野にチャレンジしていかなければならない。防衛産業と
も協力しながらやっていきたい」と意欲を見せていました。

▶
北
部
航
空
方
面
隊
着
任
を
報
告
す
る
尾
上
空

　

将
（
中
央
）
と
増
子
空
将
補
（
左
）

三沢イーグルスが、楽天イーグルス杯
　　　東北少年野球青森県大会優勝を報告

８月 18 日

　市内少年野球の選抜チーム『三沢イーグルス』の選手 18 人
と北向代表、保護者らが市役所を訪問。7 月 12 日と 13 日に市
内球場で行われた第 7 回 楽天イーグルス杯東北少年野球青森県
大会で優勝したことを種市市長へ報告しました。
　東北の強豪チームと競り合うための苦肉の策として一昨年に
結成した市内少年野球選抜チーム『三沢イーグルス』は、昨年
の東北 6 県大会で準優勝。今年は、三沢小学校を含む各チーム
の理解と協力を得、市内 5 チームによるドリームチームができ
ました。投手で 4 番打者の後藤力

り き や

也君（三沢小 6 年）を中心に、
選手 19 人全員がそれぞれに活躍。層の厚さと総合力をもって
青森県大会トーナメントを大差で勝ち上がり、9 月 6 日、7 日
に仙台市で開催される東北 6 県少年野球大会への出場を決めた
選手たちは、「念願の優勝を果たしたい」と気勢をあげました。

第一中 柔道男子個人と女子バレーボール部が
東北中学校体育大会優勝を報告

８月 18 日

　第一中学校柔道部の古田孝
こうせい

成君とバレー部員 13 人、沼尾校長、
各部顧問らが市役所を訪問。８月上旬に開催された東北中学校
体育大会において各競技で優勝し、全国大会への出場権を獲得
したことを米田副市長や吉田教育長に報告しました。
　先の県大会で優勝した古田君は、８月６日～８日に北上市で
開催された第 37 回 東北中学校柔道大会、個人男子 73 キロ級
へ出場。内股などの得意技を生かし、４試合全てを１分以内に
一本勝ちするという圧倒的な勝ち方で東北大会を初制覇しまし
た。一方、同校女子バレーボール部は地区大会を順調に勝ち上
がり、県大会決勝で宿敵・稲垣中学校と対戦するも撃破。８月
８日～ 10 日に行われた第 44 回 東北中学校バレーボール大会で
は、１セットも落とすことなく勝ち進み、念願の初優勝を果た
しました。愛媛県と高知県でそれぞれ開催される全国大会への
初出場を前に、古田君は「日本一を目指して一生懸命頑張って
きたい」と意気込みを語り、女子バレーボール部キャプテンの
山端佐

さ き

季さんもチームを代表して「全国大会予選突破を目指し、
一つでも多く勝ち残りたい」と、その想いを伝えました。

◀目録を手渡す宮川副理事長

　上久保小学校 6 年生の岸 純白さんは、4 月に出場した第 14
回青森県春季ジュニアゴルフ大会小学校女子の部を、自己ベス
ト 79 打で初優勝。続く東北ジュニアゴルフ選手権でも第 3 位

となり、８月に千葉市で開催さ
れる第８回全国小学生ゴルフ大
会への出場を報告しました。
　市長室を訪れ種市市長に報告
した岸さんは、全国大会に向け

「集中を切らさず戦いたい」と
意気込みを語っていました。

岸純
ま し ろ

白さんが全国小学生ゴルフ大会へ出場
８月８日

▲表示マーク

▲第一中学校柔道部、古田孝成君
　（３年）

▲第一中学校バレーボール部
　キャプテンの山端佐

さ き

季さん（３年）
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　７月 25 日から 27 日までの３日間にわたり、中心市街地やアメ

リカ広場などを会場として、今年で 60 回目となる『みさわ七夕ま

つり』が開催。市内外から延べ 12 万人を超える人々が訪れました。

　一方通行の通りには、商店街の店舗や企業・団体が作った華やか

な吹き流しや夢・願いを書いた短冊などが飾られ、夜間にはライト

アップ。吹き流しをくぐるたびに大はしゃぎの子どもたちを見守り

ながら、大人たちはその華麗さや趣向を堪能していました。その他

にも、各種ステージやダンスコンテスト、3on3 バスケットボール、

ビンゴ大会などが催され、中央公園では『ご当地グルメパーク』も

開催。盛りだくさんの内容で来場者を楽しませました。

みさわ七夕まつり
Photo Pick Up

　昭和 30 年、仙台七夕まつ
りを視察した大通り商店街の
20 店舗が飾り付けをしたのを
きっかけに、昭和 31 年から
始まった『七夕まつり』。昭和
50 年からは、商工会青年部が
中心となって本格的に取り組
むようになりました。最盛期
には、市中心部アーケード街
を形成する大町、銀座、大通
り、中央の４商店会と市役所
から基地ゲート前に抜ける壱
番街商店会に 100 本を超える
色とりどりの吹流しが飾られ、
華麗さを競い合いました。

episode
『七夕まつり』の誕生

昭和 40 年当時の七夕まつり▶

　中央公園の特設会場で開催された
グルメイベント。三沢はもちろん、
県内各地から特産品や特色を生かし
た料理「ご当地グルメ」10 品が集
まり、来場者をもてなしました。

episode
ご当地グルメパーク

月館 啓
けいぞう

三 氏
（淋　代）

種市 廣
ひろし

 氏
（中　平）

川嶋 敏
としあき

明 氏
（新　森）

立崎 京
きょうこ

子 氏
（塩　釜）

一戸 実
みのる

 氏
（六川目）

月舘 操
みさお

 氏
（大　津）

浦田 秀
ひ で と

人 氏
（塩　釜）

古田 武
たけのぶ

信 氏
（春日台）

千葉 準
じゅんいち

一 氏
（高野沢）

佐々木 和
か ず え

枝 氏
（大　津）

根岸 金
か ね お

雄 氏
（下久保）

宮古 久
ひさみつ

光 氏
（織　笠）

門上 牧
ま き お

夫 氏
（三川目）

中村 均
ひとし

 氏
（細　谷）

新堂 武
た け お

男 氏
（越　下）

織笠 一
か ず お

男 氏
（谷地頭）

中屋敷 力
り き お

雄 氏
（六川目）

小比類巻 
つとむ

 氏
（南　山）

新堂 政
ま さ と

登 氏
（谷地頭）

市農業委員会  農業委員が改選されました
農業委員会事務局（内線 255）

　農業委員は、農地法による農地の所有権移転・
賃貸借等申請に伴う許可、農地転用許可申請に
係る承認、農地のあっせんなど、地域農業のあ
り方や農地利用について審議する役割を担って
います。
　このほど、任期満了に伴い 19 人の新委員が
決まり、引き続き会長に新堂政登氏が、会長職
務代理者に小比類巻

つとむ

氏が選任されました。任
期は 7 月 20 日から平成 29 年７月 19 日まで
の３年間となります。

　今年度は、チャリティー第一保育園児によるアトラ
クションもあります。
日　時　９月 20 日（土）10:30 ～（受付 9:30 ～）
場　所　公会堂
対象者　６月 15 日以前から三沢市に在住する 70 歳以
　　　　上（昭和 19 年９月 16 日までに出生）の方

はがきと引き換えにお弁当をお渡しします
※引き換えは当日の 13:00 までです。
※緑色のはがきをお持ちの方は、総合社会福祉センター
　でも引き換えすることができます。公会堂前の渋滞
　緩和のため、ご協力をお願いします。
※介護保険施設に入所されている方には、施設を通し
　て別の記念品をお渡しします。

お手伝いしてくださるボランティアを募集します
募集期間　９月８日（月）まで
応募・問い合わせ先
　介護福祉課　高齢福祉係（☎ 51-8773）

敬老会を開催します
介護福祉課　高齢福祉係（☎ 51-8773）

特定健康診査に関する電話調査に
ご協力ください

国保年金課（内線 298）

　三沢市では、国民健康保険に加入する皆さまが生涯
にわたり健康な生活を送ることができるよう、平成 20
年度から特定健康診査を実施しています。
　特定健康診査は、40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入
者全員を対象としていますが、残念なことにその半数
以上の方が受診されていません。そこで、この度、ま
だ受診・申し込みをされていない方を対象に、特定健
康診査受診をご案内するとともに皆さまの率直なご意
見やご要望をお伺いするため、電話調査を実施します。
今後、より多くの方に受診していただくために、ご協
力をお願いします。

調 査 期 間　９月８日（月）～ 30 日（火）
調 査 実 施 者　株式会社
　 　 　 　 　　現代けんこう出版
問い合わせ先　国保年金課
　　　　　　　国保係（内線 298）
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広 告広 告広 告広 告

平成 27 年度に発送する
納税通知書用封筒広告を募集します

税務課（内線 162）

募集枠数　２枠
大 き さ　縦 64mm ×横 95mm
募集価格　４万円～（※約 42,000 枚を発送予定）
申込方法　税務課に設置する申込書に必要事項を記入
　　　　　の上、お申し込みください。
応募期限　９月 26 日（金）必着
※印刷の色は１色です。
※デザインは広告主が作成してください。
※応募件数が募集枠を
　超えたときは、申込
　額が高いものを優先
　します。

応募・問い合わせ先
　税務課住民税係（内線 162）

　少子高齢化への対応策や定住人口の確保策な
ど、「これからの三沢市に求められるものは何か」
について市長と語り合います。各種専門分野で
働く方の参加をお待ちしています。
日 　 時　10 月 29 日（水）18:30 ～ 20:00
場 　 所　市役所　４階 大会議室
テ ー マ　「人口減少社会とこれからの三沢市」
対 　 象　市内在住または在勤の、各種専門分野
　 　 　　で働く専門職の方
定 　 員　10 人（先着順）
応募方法　①氏名②住所③電話番号④職業⑤話し
　　　　　たい主な意見や提案を記入し、郵送、
　　　　　FAX またはＥメールでご応募ください。
応募締切　９月 30 日（火）
応募・問い合わせ先
　広報広聴課　市民協働推進係（内線 215）　
　〒 033-8666　三沢市桜町１丁目１番 38 号
　FAX  52-5655　
　E メール  koho@city.misawa.lg.jp

「市長と語ろう住民懇談会」

　各店舗が独自に創意工夫をした三沢
ほっき丼は、三沢市の冬のグルメとし
て定着してきました。また、年間を通

じて提供できるパイカ肉を使った、各店オリジ
ナルの料理（鍋、丼、ラーメン、カレーなど）も大々
的にＰＲしていきたいと考えています。
　三沢ほっき丼とパイカ料理の事業に、
それぞれ参加を希望する店舗は、
ご連絡ください。
申込締切　９月 26 日（金）
申し込み・問い合わせ先　
　観光物産課（内線 523）

「三沢ほっき丼」「パイカ料理」
新規参加店を募集します

　地震と大津波を想定した総合防災訓練を実施
します。当日は、緊急地震速報のサイレンを合
図に、各種訓練を開始します。防災行政無線の
放送やエリアメールの配信、航空機の訓練飛行
などが行われますので、ご理解とご協力をお願
いします。
　また、各町内会でも、地域ごとに自主防災訓
練を実施する予定となっていますので、積極的
に参加してください。

日　時　10 月５日（日）8:30 ～
会　場　市役所、三沢漁港、第五中学校
　　　　▷沿岸地域を対象とした津波避難訓練、
　　　　　航空機の訓練飛行、防災ヘリの水難救
　　　　　助訓練ほか
　　　　▷避難所運営訓練、起震車体験、防災
　　　　　資機材の展示（第五中学校）
問い合わせ先　防災管理課（内線 252）

総合防災訓練 
を実施します

　秋の全国交通安全運動が９月 21 日（日）～ 30 日（火）
の 10 日間、実施されます。日没が早まる時期ですので、
夕暮れ時の事故には、特にご注意ください。また、歩
行者は反射材用品を活用しましょう。

▷子どもや高齢者は特に交通事故に気を付けましょう。
▷夕暮れ時と夜間の歩行中や自転車乗用中は、事故が
　多発します。十分に気を付けましょう。
▷自動車に乗るときは、全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用を徹底しましょう。
▷飲酒運転を根絶しましょう。

「夕暮れ時の事故には特にご注意を」
秋の全国交通安全運動

生活安全課（内線 316）

　自宅の敷地内に蜂の巣がある場合は、その土地また
は建物所有者が撤去を行うことになります。個人で撤
去できない場合は、専門業者（有料）にご依頼ください。

▶市では蜂の巣の撤去を行っていませんが、防護服を
　無料で貸し出しています。
▶蜂の巣が公共施設にあった場合は、環境衛生課まで
　ご連絡ください。
※蜂を退治するためには、
　６月に罠を設置するのが
　最適です。今から蜂の飛
　来コースを覚えておきましょう。

問い合わせ先　環境衛生課（内線 279）

蜂の巣撤去は、所有者から
専門業者へご依頼ください

環境衛生課（内線 279）

　犬と散歩をするときは、フンの後始末をしっかり行
いましょう。
　フンの後始末をしない行為は、青森県動物の愛護及
び管理に関する条例の第７条に違反
します。散歩に出掛ける前に、フン
を済ませる習慣付けも必要です。
　あなたのかわいいペットが、まち
の嫌われものにならないよう、みん
なでルールを守りましょう！

問い合わせ先　環境衛生課（内線 279）

犬のフンの後始末は
飼い主の責任です！

環境衛生課（内線 279）

「市長と語ろう住民懇談会」

専門職の参加者を募集します専門職の参加者を募集します

総合防災訓練 
を実施します

「三沢ほっき丼」「パイカ料理」
新規参加店を募集します
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お
盆
の
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
遠

方
か
ら
来
た
親
戚
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
、
目
を
丸
く
さ
れ

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
な
ど
が

開
か
れ
、
懐
か
し
い
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
も
、
互

い
の
容
姿
の
変
わ
り
具
合
や
意

外
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
年
齢

を
重
ね
る
こ
と
は
、
心
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
体
は
さ

ま
ざ
ま
変
化
し
て
い
く
も
の
で

す
ね
。

　

そ
の
よ
う
な
年
を
重
ね
、
そ

れ
ぞ
れ
節
目
を
迎
え
た
『
み
さ

わ
三
大
ま
つ
り
』
を
、
皆
さ
ん

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
時
点
で
は
、『
み
さ
わ

港
ま
つ
り
』
の
花
火
大
会
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、『
み

さ
わ
三
大
ま
つ
り
』
の
締
め
に

ふ
さ
わ
し
く
盛
大
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
雨
の

降
る
日
が
多
く
、
当
日
は
晴
れ

て
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
９
月
に
も
当
日
晴
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
行
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

多
く
の
方
々
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
『
三
沢
基
地
航
空
祭
』
で

す
。
近
年
は
天
候
不
良
に
よ

り
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
勇

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
遠

方
か
ら
お
越
し
の
方
は
残
念
な

思
い
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
航
空
自
衛
隊

が
創
設
60
周
年
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
年
で
す
の
で
、
当
日

は
三
沢
基
地
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
、
そ
し

て
60
周
年
を
祝
う
よ
う
な
晴
天

と
な
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
う
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

秋
の
空
や
容
姿
は
変
わ
り
や

す
い
も
の
で
す
が
、
年
を
重
ね

て
も
、
お
祭
り
に
携
わ
る
方
々

の
熱
意
と
発
展
へ
の
願
い
は
変

わ
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

晴
天
の
祈
り

　

８
月
７
日
、
公
会
堂
で
、
町
内
会

長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
自
主
的
に

組
織
さ
れ
、
活
動
す
る
町
内
会
。
そ

の
活
動
や
暮
ら
し
の
中
で
抱
え
る
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
要
望
や
提
案

を
、
地
域
の
代
表
で
あ
る
町
内
会
長

と
市
長
、
市
職
員
が
一
堂
に
会
し
話

し
合
う
の
が
こ
の
会
議
で
す
。
今
回

は
、
１
０
８
町
内
会
か
ら
77
人
の
会

長
、市
か
ら
は
種
市
市
長
を
は
じ
め
、

米
田
副
市
長
、
吉
田
教
育
長
ほ
か
各

部
課
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
、
長
年
に
わ
た
り
町
内
会

長
を
務
め
、
地
域
の
福
祉
向
上
・
自

治
振
興
に
尽
力
し
た
功
労
者
に
、
種

市
市
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
。そ
の
後
、

連
合
町
内
会
の
川
畑
会
長
や
各
地
区

町
内
会
連
絡
協
議
会
の
会
長
が
、
主

な
要
望
な
ど
を
市
側
に
伝
え
、
市
担

当
部
長
ら
が
回
答
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
種
市
市
長
は
町
内
会
長

た
ち
を
労ね

ぎ
ら

い
、
そ
の
尽
力
に
感
謝
。

さ
ら
に
「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、『
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
い
か
に
良
好
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か
』
を
追

求
す
る
こ
と
。
皆
さ
ん
の
切
実
な
願

い
を
真し

ん
し摯
に
受
け
止
め
、
担
当
と
相

談
し
、
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
願
い

な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
決
意
す

る
と
と
も
に
地
域
へ
の
理
解
・
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

　

会
議
中
で
述
べ
ら
れ
た
要
望
お
よ

び
回
答
の
概
要
は
、次
の
通
り
で
す
。

町内会長会議

中
央
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

下
水
道
事
業
の
進
捗ち

ょ
く

状
況

を
お
聞
き
し
た
い
。
ま
た
未
整
備
地

域
の
早
期
完
備
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　

平
成
25
年
度
末
現
在
の
市
下

水
道
処
理
人
口
普
及
率
は
59
・
１
％

で
す
。
今
後
も
事
業
認
可
区
域
を
広

げ
な
が
ら
、
未
着
工
地
域
に
つ
い
て

早
期
整
備
で
き
る
よ
う
逐
次
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

東
部
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

防
犯
灯
の
電
球
交
換
費
用
を

市
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

耐
用
年
数
の
長
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
使
っ
た
防
犯
灯
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
電
球
交
換
費
用
の
市
負
担

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

北
部
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

津
波
発
生
時
の
避
難
道
路
と

な
る
織
笠
～
谷
地
頭
間
道
路
の
歩
道

と
街
灯
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　

現
在
、
織
笠
地
域
集
会
所
の

西
側
道
路
を
避
難
路
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
道

谷
地
頭
・
新
森
線
な
ど
避
難
時
の
交

通
渋
滞
緩
和
と
安
全
が
確
保
さ
れ
る

と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は
こ
の
整
備

に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

ほ
か
、古
間
木
川
の
が
れ
き
撤
去
、

ご
み
集
積
場
所
の
カ
ラ
ス
対
策
に
つ

い
て
の
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

三
沢
市
連
合
町
内
会

要
望　

県
道
三
沢
十
和
田
線
か
ら
上

北
道
路
に
連
結
す
る
取
り
付
け
道
路

を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

周
囲
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
の
間
隔
が
短
く
、
利
用
者
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
こ
と
、
既

に
当
該
区
間
の
事
業
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
、

新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

は
困
難
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
市
で
は
既
存
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
へ
道
路
の
改

善
整
備
を
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
を
注
視
し

な
が
ら
、
状
況
に
よ
っ
て
は
国
へ
の

働
き
掛
け
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

西
古
間
木
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

ひ
ば
り
ヶ
丘
団
地
町
内
か
ら

朝
日
台
町
内
ま
で
の
道
路
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

回
答　

要
望
路
線
を
道
路
法
に
基
づ

き
整
備
す
る
こ
と
は
地
形
・
経
費
的

に
困
難
で
す
が
、地
権
者
の
ご
理
解
・

ご
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
簡
易
舗
装
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

東
古
間
木
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

三
沢
駅
東
側
の
古
間
木
川
河

川
道
路
の
車
止
め
固
定
の
鍵
を
市
で

保
管
で
き
な
い
か
。

回
答　

以
前
よ
り
、
県
か
ら
委
託
を

受
け
、
市
の
土
木
課
で
も
管
理
し
て

い
ま
す
。

地域の声を市政に

最
重
点
要
望
事
項

「（
仮
称
）
子
ど
も
館
」
の
建
設

▽
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る『（
仮

称
）
子
ど
も
館
』
建
設
費
用
の
支
援
、

お
よ
び
国
へ
の
助
成
要
請

青
い
森
鉄
道
三
沢
駅
周
辺
の
整
備

▽
青
い
森
鉄
道
三
沢
駅
鉄
道
用
地
の

有
効
活
用
▽
駅
前
交
番
の
設
置
▽
既

存
施
設
を
集
約
化
し
た
複
合
施
設
整

備
へ
の
支
援
▽
主
要
地
方
道
三
沢
十

和
田
線
の
道
路
環
境
整
備

三
沢
空
港
利
用
促
進
対
策
の
強
化

▽
各
種
利
用
促
進
事
業
や
二
次
交
通

体
制
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み
等
へ

の
支
援
拡
充
▽
三
沢
空
港
発
着
路
線

維
持
へ
向
け
た
県
独
自
施
策
の
強
化

▽
ダ
イ
ヤ
や
運
賃
設
定
な
ど
、
航
空

会
社
へ
の
利
便
性
向
上
の
要
請

（
仮
称
）
青
森
県
総
合
英
語
研
修
セ
ン

タ
ー
と
県
立
高
等
教
育
機
関
の
設
置

▽
国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
内
へ
の

『（
仮
称
）
青
森
県
総
合
英
語
研
修
セ

ン
タ
ー
』
の
設
置
お
よ
び
各
種
海
外

事
前
研
修
へ
の
活
用
▽
基
地
内
小
学

校
等
と
の
英
語
教
育
推
進
事
業
や
国

際
理
解
・
国
際
交
流
事
業
の
実
施
▽

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
養
成
セ
ミ
ナ
ー
の

発
展
・
拡
充
と
国
際
系
の
県
立
高
等

教
育
機
関
の
設
置

三
沢
飛
行
場
第
二
滑
走
路
の
早
期
着

工
と
航
空
機
産
業
等
の
企
業
集
積

▽
第
二
滑
走
路
の
早
期
着
工
と
三
沢

市
の
特
色
を
生
か
し
た
航
空
機
産
業

の
誘
致

　

７
月
29
日
、種
市
市
長
を
は
じ
め
、

米
田
副
市
長
、
吉
田
教
育
長
ほ
か
関

係
部
長
ら
が
青
森
県
庁
を
訪
れ
、
平

成
27
年
度
の
重
点
事
業
要
望
に
つ
い

て
、
三
村
県
知
事
ほ
か
県
担
当
者
に

説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
要
望
し
た
事
項
は
、
市
と

県
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項

や
、
広
域
的
な
推
進
が
必
要
な
事
項

15
件
。
特
に
必
要
性
の
高
い
５
件
を

最
重
点
要
望
事
項
と
し
、
そ
の
詳
し

い
内
容
や
必
要
性
を
伝
え
な
が
ら
県

の
支
援
・
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

平成 27 年度
重点事業に関する

要望説明会
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※市ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

８月２日・３日
　今年 4 月に急逝した寺山修司の元妻で寺山修司記念館の

名誉館長、九條今日子さん。同館恒例となった夏のフェスティ

バル初日に、故人を偲
しの

ぶ追悼イベント『きみが歌うクロッカ

スの歌』が開催されました。

　イベント開始にあたり同館佐々木館長は、生前明るかった

九條さんを思い出し「にぎやかに開催したい」とあいさつ。

寺山修司の演劇実験室『天井棧敷』で女優・歌姫を務め、九

條さんの妹分だった蘭妖子さんが登場し、エミ・エレオノー

ラさんの演奏に乗せて劇中歌や詩の朗読を披露しました。続

いて、寺山修司との共同演出・作曲を担当した J・A・シーザー

さんと佐々木館長、㈱テラヤマ・ワールドの笹目代表を交え

たトークショー『九條さん、ありがとう』を開催。スター・

女優として活躍した九條さんや、海外公演など劇団員を陰か

ら支えた九條さん、晩年、入退院を繰り返しながらも周囲に

は元気な姿しか見せなかった九條さんなど、4 人はそれぞれ

にエピソードを語りながら感謝の想いを伝えました。そして

初日最後には、特別結成したジャズバンドが、九條さんが好

きだったというスタンダードナンバーを演奏。寺山修司記念

館内で開催中の追悼企画展と併せて、九條さんへ思いを馳せ

ていました。

　２日目には、５回目を数える 10 時間連続の音楽イベント

『TERAYAMA MUSIC MUSEUM（テラヤマ・ミュージッ

ク・ミュージアム）』を開催。市内外から集まった、さまざ

まなジャンルのミュージシャンとダンスユニット 23 組によ

るライブは、会場一体となって盛り上がりました。

明るくにぎやかに 故九條今日子さんを偲
し の

ぶ
寺山修司記念館フェスティバル 2014 夏

◀はしご車に乗り、高所
　で活動する消防士の世
　界を体験

　根井・朝日少年消防クラブは現在、同地区

に住む小学生 13 人をメンバーに、市内唯一の

少年消防クラブとして活動。春・秋の火災予防

運動時には町内を広報巡回するなど、火災予防

を地域に普及・啓発するため活躍しています。

その子どもたちに、将来の地域防火・防災の担

い手になってほしいと市消防本部が研修会を開催しました。

　この日、市消防本部

に集まった子どもたち

11 人は、消防車両や

器材を見学。DVD や

職員の説明から消防士

体験から消防士の仕事を学ぶ
根井・朝日少年消防クラブ研修会

７月 31 日

▼「放水、はじめ！」と元気よく声を掛け、放水を体験する根井・朝日少年消防クラブのメンバー

できごと

つうしん

の仕事を学びました。また、小学校 4 年生以下のメンバー

は水消火器による消火を、5・6 年生のメンバーは筒先を

持って放水を体験。さらに、はしご車のバスケットに乗っ

て地上 15 メートルの高所を体験したほか、米軍三沢基

地内消防隊の施設などを見学しました。放水やはしご車

などを初めて体験した子どもたちは、目を輝かせながら

も「防火服が重かったです」「高いところが苦手では消防

士は務まらないと思いました」などと感想を話し、その

仕事の大変さを実感していました。

◀
中
村
講
師
か
ら
、
じ
ゃ
が
い
も
コ
ロ
ッ
ケ
の

　
作
り
方
を
教
わ
る
参
加
者
た
ち

体験通じて農業・食べ物へ理解深める
ちゃぐりんフェスタ ８月２日

　おいらせ農協が毎年開催するこの体験型イベントも今年で

10回目。事前に応募した、小学生の子どもを持つ親子20組、

約 80 人が参加しました。

　おいらせ農協本店で行われた開会式の後、谷地頭に移動し

た参加者たちは、織笠正則さんの畑でブルーベリー狩りと

じゃがいも掘りを体験。おいらせ農協に戻った後は、農協が

提供する地元食材を使った料理を体験しました。中村クッキ

ング教室の中村講師と農協女性部に手伝ってもらいながら、

親子で協力し、じゃがいもコロッケや白玉の冷やし汁粉など

を調理。その他にも野菜を学ぶクイズやバター作りなどを楽

しみ、一日を通して農業や食べ物への理解を深めていました。

驚きと感動あふれる『農場の祭り』
ファームフェスタ in 斗南 ８月３ 日

　各種体験によって食と農業の大切さを感じ、農畜産物生産

者と消費者が相互に理解を深めてほしいと開催されるファー

ムフェスタ。会場の斗南藩記念観光村では畜産共進会の

ジャッジコンテストも併催され、酪農家が愛情を込め大切に

育てた乳牛の改良と管理技術を確かめ合いました。共進会後

は搾乳体験会も開催。市民団体『やるべ～会』が作った畑で

収穫を体験した子どもたちは、大根やにんじんがなかなか抜

けず悪戦苦闘していました。その他にも、バーベキューや会

津藩稲富流砲術の演武など多彩な催しが繰り広げられ、『農

場の祭り』は感動と喜びの表情を見せる多くの来場者であふ

れていました。

◀
や
っ
と
抜
け
た
に
ん
じ
ん
。
自
然
の
ま
ま
の

　
姿
に
驚
き
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た

◀
『
殉
国
之
霊
碑
』
を
は
じ
め
、
招
和
台
の
慰

　
霊
碑
に
献
花
す
る
参
列
者

戦争とともに語り継ぐ平和の大切さ
三沢市戦没者追悼式 ８月 17 日

　三沢村から太平洋戦争へ出兵した人々の遺骨が納められて

いる、招和台の『殉
じ ゅ ん こ く の れ い ひ

国之霊碑』。今年の追悼式にも、戦没者

の遺族約 60 人と来賓、関係者など多くの人々が参列し、郷

土芸能や合唱を奉納。国歌を斉唱し、黙とうを捧げました。

　式辞の中で、戦没者の冥福を祈るとともに、家族を失う悲

しみに耐えてきた遺族を敬った種市市長。三沢市遺族会の河

村幸利会長も追悼し「御英霊が国に殉じた戦争を語り継ぐよ

う努力していきたい」と伝えました。続いて、参列者による

献花を行い、最後は三川目小学校児童が慰霊碑前で『海鳴り

太鼓』を披露。未来あふれる子どもたちの姿は、参列者に、

平和を守ることの大切さと責任の大きさを伝えていました。

惜しまれつつ 42 年の歴史に幕
子ども会親善野球大会 ８月 16 日

　市と三沢市子ども会育成協議会が、子ども会野球チームの

交流を目的に親善野球大会を開催し続けて 42 年。少子化や

子ども会の減少など、さまざまな要因によって参加チーム数

が減少したため、今回が最後の大会となりました。

　同協議会の山本会長は「さびしいですが、よい潮時なのか

もしれません」と話し、関係者に感謝。最後の開会式では「普

段の練習の成果を精一杯グラウンドで表現してほしい」と選

手たちを激励しました。大会は出場 5 チームによるトーナ

メント戦。はつらつとプレーする選手たちの好投、好打に沸

く会場。子ども会の交流を願い、続けられてきた野球大会は、

惜しまれつつも有終の美をもってその幕を閉じました。

◀
最
後
の
大
会
で
選
手
宣
誓
し
た
上
久
保
タ
イ

　
ガ
ー
ス
の
佐
藤
日ひ

な
た向
く
ん

▲九條今日子さんのエピソードを語ったトークショー

▲蘭妖子さん（左）の歌や朗読に聴き入る観客たち
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３日㈬・17 日㈬
10 月１日㈬

13 時～ 16 時

９日㈫
13 時～ 16 時

24 日㈬
13 時～ 16 時

８日㈪
10 時～ 15 時

11 日㈭・25 日㈭・10 月９日㈭
9 時 30 分～ 15 時

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時 30 分

毎週㈪～㈮ 9 時～ 17 時 30 分
㈯・㈰・㈷ 10 時～ 16 時

随時
電話相談可

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時 30 分

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時

毎月第２㈫
10 時～ 12 時

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時 30 分

毎週㈯
9 時～ 11 時 30 分

毎週㈪～㈮
8 時 15 分～ 16 時

 

多
重
債
務
相
談
窓
口

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
な
ど
を

伺
い
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等

の
専
門
機
関
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

相
談
は
、
電
話
・
来
所
そ
れ
ぞ
れ

可
能
で
、
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

と　

き　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

　
　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

と
こ
ろ　

青
森
市
新
町
２-

４-

25

　
　
　
　
　

青
森
合
同
庁
舎
３
階

▼
問　

青
森
財
務
事
務
所

（
☎
０
１
７
ー
７
７
４
ー
６
４
８
８
）

 

先
人
記
念
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

現
在
開
催
中
の
時
別
企
画
展

「
新
選
組
と
廣
澤
安
任
」
展
示
替

え
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期　

間　

９
月
16
日
㈫
～
19
日
㈮

▼
問　

先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
０
０
９
）

 

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

休
館
の
お
知
ら
せ

　

老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
の
た

め
、
左
記
期
間
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
※
周
辺
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
は
利
用
可
能
で
す
。）

期　

間　

10
月
１
日
㈬
～

　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

▼
問　

観
光
物
産
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
１
５
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
・
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
57
ー
２
３
２
２
）

 
障
害
者
面
接
交
流
会

障
害
者
の
就
職
の
た
め
に

　

障
害
を
お
持
ち
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
23
日
㈭
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

10
月
10
日
㈮

▼
申
問　

三
沢
公
共
職
業
安
定
所

専
門
援
助
部
門

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
４
１
７
８
）

 

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

相
談
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

と　

き　

10
月
５
日
㈰
10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

青
森
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

十
和
田
支
局

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
問　

青
森
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

十
和
田
支
局
総
務
課

　
　
　
　
　
（
☎
23
ー
２
５
７
１
）

 

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

10
月
１
日
は
法
の
日

と　

き　

10
月
４
日
㈯
10
時
～
16
時

　
　
　
　
（
八
戸
会
場
は
～
12
時
）

と
こ
ろ　

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　

十
和
田
市
南
公
民
館

▼
問　

青
森
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
１
７
ー
７
７
６
ー
８
３
９
８
）

 

県
南
果
樹
部
　
参
観
デ
ー

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

果
樹
試
験
園
地
を
公
開
す
る

他
、
果
実
の
展
示
・
試
食
、
果
樹

栽
培
相
談
、
主
要
成
果
の
資
料
展

示
、
場
内
生
産
物
の
販
売
な
ど
。

と　

き　

９
月
18
日
㈭
９
時
～
16
時

※
園
地
案
内
ツ
ア
ー
は
13
時
出
発

　
　
　
　
　
　
　
（
１
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県

　
　
　
　

南
果
樹
部

　
　
（
五
戸
町
扇
田
字
長
下
夕
２
）

▼
問　

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

（
☎
０
１
７
８
ー
62
ー
４
１
１
１
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）
問 場 子育てサロン  ミルキールーム（☎ 51-1512）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター（☎ 017-722-3343）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

蔵
書
点
検
に
よ
る
特
別
休
館

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期　

間　

９
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
『
深
海
の

　
　
　
　
　
　
　

超
巨
大
イ
カ
』

と　

き　

９
月
13
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　

絵
本
を
た
く
さ
ん
載
せ
た
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
が
訪
問
し
、
紙
芝
居

や
読
み
聞
か
せ
を
開
催
。
絵
本
も

自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

９
月
14
日
㈰
10
時
～

と
こ
ろ　

正
面
駐
車
場
、
こ
ど
も
室

 

図
書
館
わ
く
わ
く
ト
ー
ク

　

図
書
館
で
行
っ
て
い
る
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
を
実
際

に
触
っ
て
体
験
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
27
日
㈯
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

図
書
館
た
ん
け
ん
隊
‼

　

図
書
館
の
上
手
な
使
い
方
を
、

楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

と　

き　

10
月
４
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

対　

象　

小
学
生
以
上

定　

員　

10
組
（
先
着
順
）

受
講
料　

全
て
無
料

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

～
秋
に
寄
せ
て
～

と　

き　

９
月
14
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

セ
フ
ィ
ロ
／
そ
よ
風

曲　

目　

赤
と
ん
ぼ
、
お
祭
り
マ

　
　
　
　

ン
ボ
、
小
川
原
湖
逍
遥

　
　
　
　

の
歌 　

他

入
場
料　

無
料

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

み
さ
わ
お
も
ち
ゃ
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
子
ど
も
た

ち
の
目
の
前
で
修
理
し
て
、
新
た

な
命
を
吹
き
込
み
ま
す
。

と　

き　

９
月
21
日
㈰
10
時
～
12
時

　
　
　
（
診
断
時
間
は
20
分
程
度
）

と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
２
階

参
加
料　

無
料

※
た
だ
し
、
部
品
交
換
し
た
場
合

　

は
部
品
代
と
し
て
50
円
～
３
０

　

０
円
、
入
院
し
た
場
合
は
１
件

　

に
つ
き
１
０
０
円
が
必
要
）

▼
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）   

 

音
で
学
ぼ
う
キ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
ム

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

歌
っ
て
踊
っ
て
親
子
で
英
語
を

学
ぶ
ア
メ
リ
カ
式
リ
ト
ミ
ッ
ク
。

と　

き　

10
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ

定　

員　

２
～
７
歳
の
親
子
30
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

参
加
料　

８
１
０
円

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
サ
ワ
ア
ク

セ
ス
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
☎
０
８
０
ー
１
６
７
２
ー
７
６
８
７
）

 

歌
謡
親
睦
会

昔
懐
か
し
い
歌
声
喫
茶

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
合
わ
せ

て
、
み
ん
な
で
歌
お
う
。
自
衛
隊

の
現
役
・
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
28
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

公
会
堂
２
階

参
加
料　

４
９
９
円

▼
問　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
Ｏ

Ｂ
会
・
航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体

「
三
沢
つ
ば
さ
会
」
野
田

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
５
０
９
０
）

 

郷
土
史
研
「
三
沢
の
昔
を
語
る
会
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と　

き　

10
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
40
分

と
こ
ろ　

公
会
堂　

第
８
集
会
室

テ
ー
マ　

昔
の
子
ど
も
の
遊
び
・

　
　
　
　
　
　
　
　

家
の
手
伝
い

パ
ネ
ラ
ー　

郷
土
史
研
究
会
会
員

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

９
月
30
日
㈫

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

み
さ
わ
観
光
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン

楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進

　

プ
ー
ル
を
歩
い
て
、
三
沢
市
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
覚
え
よ
う
！　

目
標
達
成
で
記
念
品
を
贈
呈
！

と　

き　

10
月
１
日
㈬
～

　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

と
こ
ろ　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

18
歳
以
上

参
加
料　

５
０
０
円

　
　
　
　
（
施
設
使
用
料
は
別
途
）

▼
問　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
８
５
０
）

 

上
級
救
命
講
習
会

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

　

成
人
お
よ
び
小
児
、
乳
幼
児
の

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
気
道
異
物
の
除
去
法
、
止
血

法
、
傷
病
者
の
搬
送
方
法
な
ど
。

と　

き　

９
月
21
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

※
昼
食
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

と　

き　

９
月
27
日
㈯
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

　
　
　
　

第
８ 

・
９
・
10
集
会
室

演　

題　
〝
夢
〟
か
ら
始
ま
る

　
　
　
　
〝
幸
せ
〟
ま
ち
づ
く
り

講　

師　
M

isaw
a Art Project

　
　
　
　

代
表　

田
村 

宣
喜 

氏

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

 

図
書
館
　
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集
し
ま
す

　

身
近
な
疑
問
や
不
思
議
に
思
う

こ
と
、
興
味
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

図
書
館
や
図
書
室
を
使
い
調
べ
、

ま
と
め
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
締
切　

10
月
４
日
㈯

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

市
民
ウ
ォ
ー
ク
の
集
い

小
川
原
湖
沿
い
を
歩
い
て
み
よ
う

と　

き　

９
月
28
日
㈰
９
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
10
月
４
日
㈯
に
延
期

と
こ
ろ　

市
民
の
森
運
動
公
園

▽
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス　

約
３
・
５
㎞

▽
急
い
で
コ
ー
ス　

約
６
㎞

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
集
い

参
加
料　

子
ど
も　
　

無
料

　
　
　
　

大
人　

５
０
０
円

申
込
締
切　

９
月
12
日
㈮

※
８
時
30
分
に
、
総
合
体
育
館
か

　

ら
送
迎
バ
ス
が
出
発
し
ま
す
。

▼
申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
３
）
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催 
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講
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教
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講
座 

教
室

講
座 

教
室
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募 
集

募 
集

募 
集



募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 １次試験場所

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
男女 高卒

（見込み含む）
21 歳未満

９月５日（金）～ 30 日（火）

１次：10 月 18 日（土）
２次：11 月 29 日（土）・30 日（日）

第２合同庁舎（青森市）
白山台公民館（八戸市）

防衛医科大学校
医学科学生

男女
１次：11 月１日（土）・２日（日）
２次：12 月 17 日（水）～ 19 日（金）

第２合同庁舎（青森市）

防衛大学校学生
推薦

男女

高卒
（見込み含む）

21 歳未満
※募集要項を
　確認してく
　ださい。　

９月５日（金）～９日（火）
９月 27 日（土）・28 日（日） 防衛大学校

防衛大学校学生
総合選抜

１次：９月 27 日（土）
２次：11 月１日（土）・２日（日）

防衛大学校

防衛大学校学生
一般（前期）

９月５日（金）～ 30 日（火）
１次：11 月８日（土）・９日（日）
２次：12 月９日（火）～ 13 日（土）

第２合同庁舎（青森市）
小中野公民館（八戸市）

※応募資格については、募集要項をご確認ください。また、詳細については、お問い合わせください。
★問い合わせ先　自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

　心身ともに健康で明るく生き生きと暮らす
健康家族と住みよい地域社会を目指し、人生
の目標となる身近な方を発掘、表彰しています。
　広く県民に勇気や感動を与え、模範になると自他共
に認め推薦が得られる方、またはご家族を募集します。

募集対象
種　　類 内　　容

県民社会奉仕
　　　グランプリ

おおむね 20 年以上、地域社会のため
に奉仕活動等を地道に実践してきて
いる方

県民活き活き老人
　　　グランプリ

おおむね 20 年以上、スポーツ、芸術、
趣味等を行ってきている 85 歳以上の
元気な方

県民徳行学生
　　　グランプリ

親を手助けまたは親代わりとなって
家族を支えながら学業に励んでいる
学生（高校・大学）

県民大家族
　　　グランプリ

親と何世代にもわたり、生活を共に
してきている明るく元気で活力のあ
る大家族

県民子宝家族
　　グランプリ　

子宝に恵まれ、明るく元気で活力の
ある家庭を築いている家族（母親 45
歳未満）

応募方法　推薦申請書に顔写真１枚と応募内容を証明
　　　　　できる写真、資料などを添えて、郵送また
　　　　　は FAX でご応募ください。
応募締切　９月 30 日（火）

★推薦申請書様式請求・応募・問い合わせ先
　一般財団法人　青森県社会奉仕振興会　田澤
　　　　　　　　　　（☎・FAX　017-743-4107）
　〒 030-0957 青森市蛍沢 4-6-12

INVITE
第８回「県民グランプリ」募集

９月 11 日は「警察相談の日」
　警察では、DV などの暴力、ストーカー、高金利、サイバー犯罪、
薬物乱用、振り込め詐欺などの事件・事故による被害の未然防止に関
する相談に応じています。相談にあたっては、プライバシーへ十分な
配慮をしていますので、お気軽にご相談ください。
警察の 相談ダイヤル　＃ 9110
　「110」番は緊急通報用電話です。相談の場合は、警察安全相談室
の専用電話（短縮ダイヤル「＃ 9110」番）を利用してください。携
帯電話、PHS からも利用できます。
警察相談窓口
県警察本部  警察安全相談室 ☎ 017-735-9110
三沢警察署  警察安全相談係 ☎ 0176-53-3145
配偶者からの暴力、ストーカー相談 ☎ 017-723-4211
性犯罪被害 110 番 ☎ 0120-89-7834
少年の家庭、学校、友人問題等相談 ☎ 0120-58-7867（ヤングテレホン）
暴力団問題の相談 ☎ 017-723-8930

INFORMATION
警察安全相談をご利用ください

募集戸数　60 歳以上の１人世帯向け１DK　１戸
場 所　桜町３丁目１番 21 号（図書館付近）
家 賃　月額　12,300 円～

　 　※所得に応じて決定。敷金は家賃の３カ月分。
募集期間　９月３日（水）～ 16 日（火）
入 居 日　11 月１日（土）
選考方法　入居資格を審査の上、抽選で決定
入居資格　自立した日常生活が可能な 60 歳以上の単身で、
　　　　　次の①～⑤の全てに該当する方
　　　　　①三沢市民であるか三沢市内に勤めていること
　　　　　②住宅に困っていること
　　　　　③所得が政令で定められた金額以下であること
　　　　　④税金の滞納がないこと
　　　　　⑤暴力団員でないこと
※緊急通報システムに接続するため、
　固定電話が必要です。

★申し込み・問い合わせ先
　建築住宅課（内線 260・263）

INVITE
市営桜町団地の入居者を募集します

「日本のアメリカ」で働きませんか？
職 種 ・ 定 員　重量装置運転手　38 人
　　　　　　　労務作業員　　　15 人
職 務 の 内 容　三沢基地内の除雪作業
雇用予定期間　11 月から平成 27 年３月末まで
※通勤手当（最大 55,000 円）、扶養手当、社会保険加入あります。
※携帯電話、スマートフォンから応募も可能です。
　詳細については、駐留軍等労働者労務管理機構（エルモ）のホーム
ページ（http://www.lmo.go.jp/）またはハローワーク三沢の求人情報
をご覧ください。

★応募・問い合わせ先
　駐留軍等労働者労務管理機構 三沢支部管理課（☎ 53-4165）

INVITE
基地従業員を募集します

　建築・不動産のプロが、持ち家に関する相談に、中立的立
場から応じます。今お住まいの住宅や空き家の売買、賃貸、
リフォーム、解体、管理代行等について、個別にご相談に応
じます。お気軽にご参加ください。
日　時　９月 28 日（日）10:00 ～ 14:00
場　所　総合社会福祉センター２階研修室
相談料　無料

★事前予約・問い合わせ先
　青森県住みかえ支援協議会（☎ 017-722-4086）
　建築住宅課（内線 263）

EVENT
マイホーム・空き家活用相談会

日 　 時　10 月６日（月）8:15 ～ 16:00
場 　 所　十和田・八幡平国立公園  奥入瀬渓流
　 　 　　（歩行距離 約 8.9km　歩行時間 約 2 時間 40 分）
　 　 　　※集合・解散場所は公立小川原湖青年の家
対 　 象　18 歳以上
定 　 員　35 人（先着順）
参 加 料　無料（事前に傷害保険
　　　　　に加入してください）
申込締切　10 月１日（水）12:00
※体力に自信のある方の参加を
　お待ちしています。

★申し込み・問い合わせ先
　公立小川原湖青年の家
　（☎ 56-2393）

EVENT
自然ふれあいトレッキング　おいらせ渓流 滝めぐり

日　時　10 月７日（火）13:00 ～ 16:00
場　所　八戸市公民館（公民館ホール）
講　師　弘前大学大学院理工学研究科  准教授　片岡  俊一  氏
　　　　NHK テレビ「ニュース 7」
　　　　　気象キャスター    寺川  奈津美  氏
入場料　無料

★問い合わせ先　青森地方気象台（☎ 017-741-7413）

EVENT
防災気象講演会　～「命」を守る「地域」を守る～ 修業年限　２年

応募資格　志望学科への興味と、就職への強い目的意識を有する
　　　　　高等学校卒業者（平成 27 年３月卒業見込みの者を含む）
経　　費　授業料年額 118,800 円、教科書・作業服・用品等代８～
　　　　　11 万円程度（２年間）※資格取得受験料等は実費です。
試 験 日　12 月４日（木）
出願受付　10 月６日（月）～ 11 月 27 日（木）

★問い合わせ・願書請求先
　県立八戸工科学院学生係（☎ 0178-28-6811）

INVITE
県立八戸工科学院の学生を募集します

学　　科 定員 内　　容

機械システム工学科 25 人 NC 工作機械・アルゴン溶接・CAD など

自動車システム工学科 30 人 ２級自動車整備士の養成

設備システム工学科 20 人 空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理

制御システム工学科 25 人 制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守

県内 10 市の祭りや食が大集合
　『暑き魂、津軽（ここ）に集結』をテーマに、今年
で３回目となる『あおもり 10 市（とし）大祭典』が
開催されます。県内 10 市が自慢のステージやパレー
ドを披露し、食街道では地元グルメや物産・特産品を
堪能！　各市の魅力を一気に楽しめる祭典です。
　三沢市からも自慢の催しや店舗が出展しますので、
ぜひご来場ください。

日時　

場所　ＪＲ弘前駅周辺
★問い合わせ先
　観光物産課（内線 515）

EVENT
あおもり 10 市（とし）大祭典

9 月 13 日（土）（前夜祭）
18:30 ～ 19:30

　14 日（日） 10:00 ～ 16:30
　15 日（月祝）10:00 ～ 14:00
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広 告広 告

　地元食材を活用した料理講座などを通して、三沢ブランド
として商品を市場に流通させるための事業計画からＰＲ方法
までを学びます。
日　　時　９月 19 日（金）、26 日（金）
　　　　　10 月２日（木）、３日（金）、９日（木）、17 日（金）
　　　　　11 月５日（水）、12 日（水）、19 日（水）、26 日（水）
　　　　　13:00 ～ 16:00（９月 26 日のみ 14:30 ～ 17:30）
場　　所　国際交流教育センター、総合社会福祉センター、
　　　　　農産物加工施設
内　　容　三沢のお土産づくりの課題抽出・アイテム研究・
　　　　　成功事例、料理講座、商品化案の制作・事業計画
対　　象　市内に就職を希望する求職者、転職希望者、
　　　　　創業希望者
講 師　㈱玄　代表　政所 利子 氏
定 員　30 人（先着順）
受 講 料　無料
申込締切　９月 17 日（水）

★申し込み・問い合わせ先
　三沢市雇用創造推進協議会　（☎ 27-6425）

SEMINAR
６次産業化実践セミナー

　三沢市出身で、洗足学園音楽大学音楽部声楽課卒業後、オー
ストリア・ウィーンの音楽院へ留学し、声楽・オペラを学ん
だ亀山瑠香氏のソプラノリサイタルです。
日　時　９月 23 日（火祝）18:30 ～（開場 18:00）
場　所　公会堂　小ホール
入場料　一般 1,800 円、学生 1,000 円
※チケットのお求めは
　公会堂（☎ 53-8711）へ

★問い合わせ先
　亀山瑠香ソプラノリサイタル
　実行委員会（☎ 050-3579-3325）

CONCERT
亀山瑠香ソプラノリサイタル

講　座・講　師 開　設　日　時 講師から一言 受講料・定員

英会話講座
レイチェル  ウィンク  講師

毎週月曜日 10:00 ～ 12:00
9/22,29,10/6,20,27,11/10,17　　　全７回

実際に使える英語を学びます。初心者も
歓迎します。（託児あり※要予約）

受講料 3,000 円
定　員 20 人

サバイバルジャパニーズ（日本語初級）講座
アトキンソン  みゆき  講師  

毎週月曜日 10:00 ～ 12:00
9/22,29,10/6,20,27,11/10,17    　　全７回

日本語初心者の外国人が使える日常会話
を学びます。（託児あり※要予約）

受講料 3,000 円
定員 20 人（外国人対象）

英語初級講座
田中  多恵子  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
9/16,30,10/7,14,21,28,11/4,11,18　全９回

バラエティに富んだ内容で優しく英語を
学びます。（中学校３年程度）

受講料 3,500 円
定員 20 人

英会話中級講座
ウォン  ローレン  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
9/16,30,10/7,14,21,28,11/4,11,18　全９回

もう一歩進んだコミュニケーションを望
んでいる人が対象です。

受講料 3,500 円
定員 20 人

日本語中級講座
アトキンソン  みゆき  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
9/16,30,10/7,14,21,28,11/4,11,18　全９回

市内在住の外国人が対象の日本語中級講
座です。

受講料 3,500 円
定員 20 人（外国人対象）

ハングルでクッキング
ヘソン  ラフィー  講師

毎週水曜日 10:30 ～ 12:30
9/24,10/8,22,11/5,19　　　　　 　全５回

本場の韓国料理を楽しくハングル語で学
びます。

受講料 5,000 円
定員 20 人

申込方法　電話でお申し込みください。（希望する講座名、住所、氏名、連絡先電話番号）
申込期間　９月９日（火）～ 12 日（金）※定員に達し次第、申込受付を終了します。
※受講料は、講座初日に現金でお支払いください。受講者の事情により講座を休んだり、
　途中で受講をやめた場合は返金できません。
※諸事情により、上記の日程や講師が変更になる場合があります。

★申し込み・問い合わせ先
　みさわ国際交流協会〔国際交流教育センター内〕（☎ 080-6022-1349 ※受付は㈯㈰㈷を除く 10:00 ～ 16:00）

LECTURE
語学講座のご案内

世界をちょこっとのぞいてみよう
日　　時　

　　　　　各回 18:30 ～ 20:00
場　　所　総合社会福祉センター２階
定　　員　50 人（先着順）
受 講 料　無料
申込締切　９月 26 日（金）
※県民カレッジ単位認定講座です。

★申し込み・問い合わせ先　生涯学習課（内線 369）

INVITE
弘前大学公開講座  受講生を募集します

10 月 10 日（金） 出産・誕生のイメージに見る
　　　　ルネサンスの都市生活

　　17 日（金） EU ＝未確認政治物体の衝撃
  ～私たちは EU から何を学ぶのか？～

24 日（金） 子どもの健康と諸外国の学校保険
  　　～アメリカ他の国をみてみよう

日 　 時　10 月７日（火）～ 11 月４日（火）毎週火曜日
　 　 　　19:00 ～ 20:30（全５回）
場 　 所　総合体育館　体育場
対 象　小学生以上（中学生以下は要送迎）
定 員　30 人（先着順）
受 講 料　大人 1,000 円、高校生以下 800 円
申込締切　10 月２日（木）17:00
※当日は、汗拭きタオルと室内シューズをご準備ください。

★申し込み・問い合わせ先　総合体育館（☎ 53-1218）

LECTURE チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

バドミントン教室

日 　 時　10 月２日（木）～ 23 日（木）の毎週木曜日
　 　 　　19:00 ～ 20:30（全４回）
場 　 所　武道館　競技場
対 象　小学校高学年以上
定 員　20 人（先着順）
受 講 料　1,000 円

★申し込み・問い合わせ先　武道館（☎ 57-0050）

LECTURE チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

健康ボクササイズ

　クラフトテープで持ち手の付いたかごを作ります。
日 時　９月 29 日（月）、10 月６日（月）9:00 ～ 12:00
場 所　市民の森老人福祉センター（温泉）　大広間
定 員　20 人（先着順）
参 加 料　1,200 円（材料費）
申込締切　９月 21 日（日）
※当日は、はさみ、ものさし、目打ち、
　ボンド、洗濯ばさみ 20 個、おしぼり
　をご準備ください。

★申し込み・問い合わせ先
　市民の森老人福祉センター（☎ 59-3388）

LECTURE チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

エコクラフトでかご作り講習会
この日だけの裏メニューをどうぞ！
　市内の飲食店などが集まり、市民の方にこそ食べてほしい
特産品を使った「三沢の料理」を提供します。この日、この
場所でしか味わえない料理の数々をお楽しみください。
　また、中央公園まつりでは、モモのミニライブ、丸太切り
コンテスト、自然観察会など楽しいイベントが盛りだくさん！
　ぜひ、ご家族・お友達と一緒にお越しください。

日 　 時　９月 21 日（日）10:00 ～ 16:00
場 　 所　中央公園

★問い合わせ先　産業政策課（内線 537）または
　　　　　　　　三沢市公園緑化公社（☎ 51-2820）

EVENT
合同開催！  中央公園まつり＆まんぷく祭
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　2011 年３月の東日本大地震・大津波・福島原発事故の後、
行政や公的な機関はもとより、隣近所に暮らす身近な人々の
防災や助け合い、ボランティアなど、地域のつながりの大切
さが改めて見直されています。
　そのためには「普段からどんな活動があるのだろうか？」「ど
んな人たちが動いているのだろうか？」と、お互いを知るこ
とが第一歩だと考えました。そこで、市民活動を行う団体と
市が協力して、地域や団体の活動をそれぞれ紹介し合う機会
を作りたいと、この交流会を企画しました。
　この交流会をきっかけに、新たな
つながりや展開が生まれたら、
うれしいです。

日　　時　９月 30 日（火）18:30 ～ 20:30
場　　所　市民活動ネットワークセンターみさわ（そだなす館）
対 象　NPO 法人、市民活動団体、ボランティア団体など、
　　　　　市内で公益的な活動をしている方
講 師　十和田 NPO 子どもセンター・ハピたの
　 　 　　　　　　　　　　　　　代表理事　中沢  洋子  氏

定　　員　30 人（先着順）
参 加 料　無料
申込締切　９月 26 日（金）

★申し込み・問い合わせ先
　広報広聴課（内線 215）
　Ｅメール
　koho@city.misawa.lg.jp

EVENT
市民活動団体交流会 in そだなす館

上十三・十和田湖広域定住自立圏域内で

開催されるイベントなどの情報をお知ら

せします。

　秋の豊作、大漁を祝う祭りとして明治 13 年に始まった「百
石まつり」は 130 余年の伝統を誇っています。会場を練り
歩く御神

み こ し

輿行列と豪華絢
けんらん

爛な山車は必見！　期間中は、お
まつり広場でカラオケ広場やビンゴ大会、歌謡ショーなど
多彩なイベントが催され、夜遅くまでにぎわいます。
日　時　９月 19 日（金）～ 22 日（月）
場　所　百石本町地区周辺（おいらせ町）
★問い合わせ先　おいらせ町観光協会事務局 [ おいらせ町
　　　　　　　　商工観光課内 ]（☎ 0178-56-4703)

　　　  おいらせ町
　　    おいらせ百石まつり  

　生き人形を乗せた山車や、町内園児・学生によるパレー
ドが行われ、特設ステージでは歌謡ショーやカラオケ大会
などが開催されます。
日　時　９月 26 日（金）～ 28 日（日）
場　所　下田駅前（おいらせ町）
★問い合わせ先　おいらせ町観光協会事務局 [ おいらせ町
　　　　　　　　  商工観光課内 ]（☎ 0178-56-4703)

おいらせ下田まつり

　たいまつ祭、大型山車、祭り囃
ば や し

子、ナニャドヤラ大会など、
さまざまなイベントが行われます。
期　間　９月 19 日（金）～ 21 日（日）
場　所　乙供駅周辺（東北町）
★問い合わせ先　東北町役場  商工観光課（☎ 0176-56-4148）

　　　  東北町
　　   日の本中央まつり

　仮面ライダーガイムショー、創作料理店、シジミ等直売
会などが行われます。
日　時　10 月５日（日）
場　所　小川原湖交流センター「宝湖館」（東北町）
★問い合わせ先　東北町役場  商工観光課（☎ 0176-56-4148）

おがわら湖美味満載祭り 　小坂鉄道レールパークがオープンして初めての鉄道まつ
りです。今年も構内見学やレールバイク体験、観光トロッコ、
鉄道模型ジオラマ展示など、鉄道に関するさまざまな催し
が盛りだくさんです。
日　時　10 月 12 日（日）～ 13 日（月祝）10:00 ～ 16:00
場　所　小坂鉄道レールパーク
★問い合わせ先　小坂鉄道レールパーク（☎ 0186-25-8890）

　　　  小坂町（秋田県）
　　   小坂・鉄道まつり 2014

　豪華絢
けんらん

爛な山車と華麗なバチ捌
さば

きの
太鼓車が、次々と沿道を練り歩きます。
日　時　９月５日（金）～７日（日）
場　所　旧国道４号、官庁街通りほか
　　　　（十和田市）
★問い合わせ先
　十和田市観光協会（☎ 0176-24-3006）

　　　　十和田市
　　　十和田市秋まつり

　「あまちゃん」の作曲家、大友良英さんをお招きし、三本
木小唄をアレンジ。演奏し、踊る、一大フェスティバルを
開催します。
日　時　９月 23 日（火）
場　所　十和田市現代美術館
★問い合わせ先　十和田市現代美術館（☎ 0176-20-1127）

フェスティバル TOWADA　～三本木ナイト～

　県外から集まった踊り手が、個性豊かなパフォーマンス
を繰り広げます。
日　時　９月 28 日（日）10:00 ～
場　所　桜の広場、中央公園緑地ほか（十和田市）
★問い合わせ先　とわだ Yosakoi 夢まつり実行委員会
　　　　　　　　[ 十和田商工会議所内 ]（☎ 0176-24-1111）

2014  とわだ Yosakoi 夢まつり

期　間　９月４日（木）
　　　　　～７日（日）
場　所　犬落瀬商店街
　　　　　　（六戸町）
内　容　４日（木）前夜祭
　　　　　18:00 ～ 20:30
　　　　　祭囃

ば や し

子競演会、山車の展示
　　　　５日（金）お通り 17:00 ～ 20:30【夜間運行】
　　　　　神輿渡御、山車・仮装行列など運行
　　　　６日（土）流し踊り 13:30 ～ 17:00
　　　　　　　　　お祭り広場 18:00 ～ 20:30
　　　　７日（日）お還り 12:45 ～ 17:30
　　　　　神輿還御、山車・仮装行列・郷土芸能など運行
★問い合わせ先
　六戸町観光協会 [ 六戸町産業課 ]（☎ 0176-55-4495）

　　　　六戸町
　　　六戸秋まつり

　道路交通法を守って設定コースを運転。簡単なクイズで交
通安全を学び、豪華賞品を獲得しよう！
日　　時　９月 28 日（日）9:00 ～ 14:00 頃（雨天決行）
場　　所　ミス・ビードルドーム
参加資格　▶三沢警察署管内に居住・勤務していること
　　　　　▶参加車両は乗用車（または準ずる車両）とし、
　　　　　　　任意保険に加入していること
　　　　　▶運転手とナビゲーター（中学生以上）の２人以
　　　　　　　上で参加できること
定　　員　100 組（先着順）
参 加 料　１組 1,500 円（２人分のお弁当付）
申込締切　９月 19 日（金）
★申し込み・問い合わせ先
　三沢地区自動車協会（☎ 53-2894）

EVENT
交通安全家族クイズラリー

　地域課題を解決するためには、地域活動の推進役となって
課題を解決する「地域リーダー」が必要不可欠です。「自分も
地域で活動してみたい！」という方は、ぜひご参加ください。

テ ー マ　地域防災の視点から見る「まちづくり」
期日・内容　

時 間　13:30 ～ 16:30
場 　 所　市民活動ネットワークセンターみさわ（そだなす館）
対 　 象　▷市内在住または在勤の方
　 　 　　▷町内会やＰＴＡ、ＮＰＯなどで活動している方
　 　 　　▷地域づくりや市民活動に意欲のある方
定 　 員　20 人（先着順）
受 講 料　無料
申込締切　９月 30 日（火）
★申し込み・問い合わせ先
　広報広聴課（内線 215）　FAX  52-5655
　Ｅメール  koho@city.misawa.lg.jp

SEMINAR　あなたの “ まち ” のこれからを考える
地域リーダー育成セミナー

10 月 11 日（土）実践事例紹介、地域の現状を把握する

11 月 15 日（土）地域の課題を見つける

12 月 20 日（土）解決方法の検討

  1 月 24 日（土）実行できる市民・団体とのマッチング

  2 月 21 日（土）残された課題について考える

　「ハピたの」は、子育てを支援する NPO で
す。学童保育や十和田市特産の野菜がおいしい
コミュニティカフェを運営しています。
　カフェは、たくさんの地域の方がつながる

「場」となり、子どもから大人まで、心地よい
居場所になっていきます。カフェから「地域で
子どもを育てよう」を発信し、社会の中で子ど
もたちが自分らしく生き抜いていくための事業
を展開しています。

「ハピたの」ってなぁに？

中沢  洋子 氏
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　心肺蘇生法や AED 取り扱い体験コーナー、119 番通報体験、
消防車両展示などを行います。海鮮野郎ホッキーガイもやっ
てくる！
日　時　９月 12 日（金）・13 日（土）
　　　　15:00 ～ 18:00
場　所　ホーマック三沢店前
参加料　無料
★問い合わせ先　消防署救急係
　（☎ 54-4212 内線 218） 

９月の 保健
だより田中  優太（ゆうた）くん／９カ月

休  日  救  急  診  療
  ９月   ７日（日） こおり耳鼻科クリニック 53-3387

  ９月 14 日（日） まつぞのクリニック 52-5050

  ９月 15 日（月祝） 岡三沢診療所 50-1237

  ９月 21 日（日） 下田診療所 0178-56-3116

  ９月 23 日（火祝） 平山泰照皮ふ科医院 53-1255

  ９月 28 日（日） 得居泌尿器科医院 50-1333

10 月   ５日（日） すずき小児科内科クリニック 52-6555

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

日　　時 場　　所

９月 26 日（金） 10:00 ～ 16:00 （協）三沢建設業協会
問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

　９月は健康増進普及月間と食生活改善普及月間で

す。健康寿命（健康で生き生きと生活できる期間）

を延ばすためには、生活習慣病の予防が大切です。

生活習慣病は、食事や運動、喫煙や飲酒などの日常

生活と深い関係があり、それらを改善することが病

気の予防につながります。

なぜ「減塩」が必要なの？
　青森県では心疾患、脳血管疾患、胃がんによる死

亡率が高く、これらの病気の予防には「食塩を控え

ること」が大切です。日本人の１日における塩分摂

取量の目標値は、男性で９ｇ未満、女性は 7.5 ｇ

未満です。しかし、青森県の平均値は、男性 13 ｇ、

女性 10.9 ｇ！　全国平均（男性 11.8 ｇ、女性

10.1 ｇ）と比べても塩分摂取量が多いことが問題

となっています。

※三沢市は男女平均 10.7g（H25）

無理なくできる減塩のコツ！
食べるときには…
　□調味料をかける前に一口食べましょう。調味料
　　を足したいときは、小皿に取り分けてから調味
　　料をつけて食べましょう。
　□かまぼこやハムなど、加工品の塩分量に注意し
　　ましょう。見えないけれど、塩分はたっぷり！
　□せっかく減塩しても、量を食べれば同じ。食べ
　　る量に注意しましょう。また、減塩しょうゆな
　　どに頼りすぎないようにしましょう。
調理するときには…
　□素材の味を生かした料理にしましょう。
　□調味料は計量スプーンで量りましょう。
　□レモンや薬味を使って、酸味や香りを効かせて
　　みましょう。
　□食塩を減らしても旨みが増す、牛乳を使った「乳
　　和食」を作りましょう。

小さい頃から身に付けたい減塩習慣
　濃い味が当たり前の食卓で育つと、その習慣を変

えることはなかなか難しいです。子どもに、小さい

頃から薄味の習慣を身に付けさせることも、大切な

食育の一つです。

　出
だ し

汁を活用して、おいしく減塩しましょう。

　あなたの生活習慣はいかがですか？　自身や家族

の生活習慣を、もう一度見直してみましょう。

　保健相談センターでは、生活習慣改善のための相

談を行っていますので、お気軽にご連絡ください。

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　

子

ハローベビークラス（両親学級） ９月   4 日（木） 　　  13:30 ～ 15:30
（受付 13:15 ～ 13:30）

保健相談

センター

　内　容　沐浴実習など
　＊予約制です。当日は、母子健康手帳をお持ちください。

４カ月児健康診査 ９月 16 日（火） 受付 12:45 ～ 13:15

　＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

６～７カ月児健康相談 ９月 16 日（火） 受付   9:30 ～ 10:00

９～ 10 カ月児健康相談 ９月 18 日（木） 受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
　（平成 25 年１月生まれの幼児） ９月 25 日（木） 受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
　（平成 24 年４月生まれの幼児） ９月 18 日（木） 受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
　（平成 23 年２月生まれの幼児） ９月 17 日（水） 受付 12:30 ～ 13:00

▶乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

成　

人

栄養相談 随時受付（予約制）

一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談   9 月   5 日（金）
10 月 10 日（金）

        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談   9 月 19 日（金）         10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

＊面接は前日までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）

食生活改善
普及月間 です！

EVENT   毎年９月９日は「救急の日」です

救急フェア

　お子さんの健やかな成長と発達を促すとともに、ご家族の
子育てを支援するために、５歳児発達相談を実施します。
　小学校入学を前に、お子さんの発達について普段気になっ
ていることや心配なこと、悩んでいることなどがありました
ら、お気軽にご相談ください。
　相談を希望する場合は、事前の申し込みが必要です。
日　時　10 月９日（木）、12 月 25 日（木）
　　　　平成 27 年１月 29 日（木）、２月 26 日（木）
　　　　14:00 ～（※２月のみ 13:30 ～）
場　所　保健相談センター
対　象　５歳児とその保護者

★申し込み・問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）または市内の保育園・幼稚園

INFORMATION
「５歳児発達相談」で子育てを支援します

　不特定多数の方が出入りする防火対象物での防火管理は、

人命を守るために非常に重要です。

　三沢市消防本部では、防火管理について学ぶ甲種防火管

理新規講習会を、下記の日程で開催します。

日 時　10 月２日（木）・３日（金）10:00 ～ 16:00

場 　 所　国際交流教育センター

定 員　75 人（市内に居住または市内事業所に勤務し

　　　　　ている方を優先させていただきます）

受 講 料　5,000 円

申込方法　市ホームページからダウンロードした受講申込

　　　　　書に記入の上、受講料を添えてお申し込みくだ

　　　　　さい。

申込締切　９月 12 日（金）

申し込み・問い合わせ先　消防本部予防課（☎ 54-4279）

防火対象物の防火管理

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご家庭は早急
に設置しましょう。　　　　　　　　　　　　消防本部予防課

精神疾患をお持ちの方を支えているご家族へ
　皆さんにとって「和やかな場所」や「ゆるりと過ごせる場所」
になってほしいと願い、名付けられた、つどいの場 “ なごみ ”。
参加者同士で日頃のことを語り合える場を提供します。
日　時　９月 24 日（水）10:00 ～ 12:00
場　所　総合社会福祉センター
対　象　市内で精神疾患をお持ちの方を
　　　　支えているご家族
参加料　無料
※参加は自由で、見学もできます。
★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

INFORMATION
つどいの場 “ なごみ ” へお越しください

お手軽な出
だ し

汁の作り方
①鍋で水（２カップ）を沸騰させる。

②かつお節（小パック１袋）を入れたざるを鍋

　に入れて２分ほど煮出す。

　青森県交通災害共済組合（一日一円保険）に加入している
人が、交通事故や自転車によるけがで病院に通院した場合は、
治療日数に応じた見舞金が支給されます。
　請求期限は事故に遭った日から１年以内です。
お気軽にお問い合わせください。
※新規の加入も随時受け付けています。
　（会費 350 円）

★問い合わせ先　生活安全課　安全係（内線 316）

INFORMATION
交通・自転車事故に遭われた方は

見舞金の請求を忘れずに

食生活改善
普及月間 です！

９月は
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episode
『自分で守る命』

　『上久保小おやじの会』が発
足するきっかけとなった、交通
事故防止を呼び掛ける看板。
　イラストや標語は、イラスト
クラブの児童が考えた。同会の
加藤会長が「保護者からは出な
い」と語る『自分で守る命』の
標語には、児童の危機意識の高
さが表れている。

1

3

2

4

5

1  おやじの会によって塗り替えられた下駄箱トレイ
2  きれいに塗装できるよう古い塗装をはがす参加者
3  養生した壁にていねいに塗装していく参加者たち
4  冨田校長も、おやじの会の一員として作業
5  子どもたちも手伝い、校庭のベンチを塗り替え

▲上久保小おやじの会の加藤会長（中段左から３人目）と、７月 12 日に同会の作業に参加した人々

水
飲
み
場
の
ペ
ン
キ
塗
り

　

７
月
12
日
、
土
曜
日
の
上
久
保

小
学
校
に
、
屈
強
な
男
性
を
中
心

と
し
た
約
20
人
が
集
合
。
校
舎
１

階
か
ら
４
階
ま
で
の
水
飲
み
場
壁

面
と
、
校
庭
ベ
ン
チ
の
塗
り
替
え

作
業
を
行
っ
た
。
ペ
ン
キ
で
汚
れ

な
い
よ
う
に
鏡
を
取
り
外
し
、
塗

装
箇
所
以
外
は
丁
寧
に
ビ
ニ
ー
ル

で
養
生
。
暑
さ
か
ら
吹
き
出
す
汗

も
そ
の
ま
ま
に
、
黙
々
と
作
業
す

る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
学
び
舎

の
壁
は
あ
っ
と
い
う
間
に
真
っ
白

に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、『
上
久
保
小
学
校
お

や
じ
の
会
』に
よ
る
活
動
の
一
つ
。

同
校
児
童
の
父
親
を
中
心
に
、
地

域
の
人
々
と
学
校
が
手
を
取
り
合

い
、
学
校
を
支
え
て
い
る
。

「
男
親
の
つ
な
が
り
を
広
げ
た
い
」

　
『
上
久
保
小
お
や
じ
の
会
』
が

で
き
た
の
は
２
年
前
の
４
月
。
当

時
、
上
久
保
小
学
校
児
童
と
自
動

車
が
接
触
す
る
事
故
が
学
校
周
辺

の
交
差
点
で
起
こ
っ
た
。
地
域
の

人
々
が
以
前
か
ら
危
惧
す
る
交
差

点
で
あ
り
、
注
意
喚
起
の
看
板
も

古
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同

校
に
通
う
児
童
の
父
親
で
も
あ
る

加
藤
貴
之
さ
ん
が
、
看
板
を
作
り

替
え
る
こ
と
を
提
案
。
同
校
イ
ラ

ス
ト
部
の
児
童
が
絵
や
標
語
を
考

え
、
加
藤
さ
ん
ら
『
親
父
』
た
ち

と
一
緒
に
作
り
あ
げ
た
。

目
指
す
の
は「
変
わ
ら
な
い
こ
と
」

　
「
上
久
保
小
学
校
で
絶
対
に
変

わ
ら
な
い
も
の
。
そ
れ
は
地
域
で

す
」
と
加
藤
さ
ん
は
話
す
。
児
童

や
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
お
や
じ
の
会

の
参
加
者
た
ち
が
入
れ
替
わ
っ
て

も
、
小
学
校
は
そ
の
地
域
に
あ
り

続
け
る
。
こ
れ
ま
で
の
『
上
久
保

小
お
や
じ
の
会
』
の
活
動
に
は
、

保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

人
々
が
数
多
く
参
加
。
地
域
企
業

も
塗
料
の
選
定
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
惜
し
み
な
い
協
力
を
続
け
て
い

る
。
多
く
の
人
々
が
「
自
分
た
ち

が
住
む
地
域
の
学
校
」
と
い
う
想

い
か
ら
集
ま
り
、
力
を
合
わ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

同
校
の
冨
田
校
長
は
「
地
域
に

住
む
人
々
が
地
域
社
会
を
つ
く

り
、
地
域
社
会
に
あ
る
学
校
が
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
」と
語
っ
た
。

お
や
じ
の
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
は

な
く
、
町
内
会
や
市
民
団
体
な
ど

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
地

域
の
人
々
が
学
校
を
支
え
、
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
『
上
久
保
小
お
や
じ
の
会
』
の

願
い
は
、
上
久
保
小
学
校
と
同
校

の
地
域
が
、
変
わ
ら
ず
、
そ
う
い

う
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。「
そ

の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
」。

活
動
を
模
索
し
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
築
き
な
が
ら
、
親
父
た

ち
は
ま
た
黙
々
と
汗
を
流
す
。

　

そ
の
と
き
、
校
長
先
生
が
抱
い

た
の
は
、「
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
、
男
親
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
活
動
は
で
き
な
い
か
」
と
い

う
想
い
だ
っ
た
。
増
え
て
き
た
と

は
い
え
、
父
親
が
学
校
を
訪
れ
る

機
会
は
母
親
と
比
べ
て
少
な
い
。

「
何
か
学
校
に
来
る
機
会
が
増
え

れ
ば
、
男
親
同
士
の
つ
な
が
り
も

生
ま
れ
、さ
ら
に
来
や
す
く
な
り
、

学
校
に
も
地
域
に
も
プ
ラ
ス
に
な

る
」。
そ
う
考
え
た
加
藤
さ
ん
は
、

自
身
を
含
む
保
護
者
３
人
と
校

長
、教
頭
の
５
人
で
同
会
を
設
立
。

会
長
に
は
、
加
藤
さ
ん
が
就
任
し

た
。

気
軽
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に

　
『
上
久
保
小
お
や
じ
の
会
』
に

は
、
規
約
や
、
あ
ら
か
じ
め
作
る

活
動
計
画
は
な
い
。「
縛
ら
な
い

こ
と
で
長
続
き
す
る
こ
と
も
あ

る
」。
堅
苦
し
く
な
ら
ず
、
気
軽

に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
し
た
か
っ

た
た
め
だ
。
ま
た
、
発
起
人
以
外

に
固
定
の
メ
ン
バ
ー
も
い
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
学
校
と
会
が
相
談

し
、
活
動
を
計
画
。
そ
の
都
度
、

保
護
者
や
地
域
に
呼
び
掛
け
、
参

加
者
を
募
っ
て
い
る
。
加
藤
さ
ん

ら
発
起
人
が
口
コ
ミ
や
メ
ー
ル
で

開
催
情
報
を
伝
え
る
ほ
か
、校
長
、

教
頭
が
来
校
者
に
直
に
Ｐ
Ｒ
し
た

り
、
町
内
会
の
回
覧
板
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
協
力
を
願
っ
た
。
そ

の
地
道
な
呼
び
掛
け
に
よ
っ
て
、

児
童
の
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
通

学
児
童
を
持
た
な
い
地
域
の
人
々

も
徐
々
に
同
会
の
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
の
活
動
は
「
子
守
り
」
!?

　

最
初
の
活
動
は
、
意
外
に
も
子

守
り
だ
っ
た
。
一
昨
年
の
６
月
、

運
動
会
前
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
美
化
活

動
。
男
手
な
ら
力
仕
事
と
い
う
発

想
を
変
え
、
図
書
室
で
世
話
を
し

た
。
そ
の
結
果
、
小
さ
な
子
を
持

つ
父
母
が
そ
ろ
っ
て
環
境
美
化
活

動
に
参
加
で
き
、参
加
人
数
は
増
。

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
学
校
の

た
め
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
別
団
体
で
あ

る
も
の
の
、
目
的
は
一
緒
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
尊
重
し
な
が
ら
、
と
き

に
支
え
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
団

体
で
あ
り
た
い
」
と
加
藤
さ
ん
は

語
っ
た
。

　

続
く
７
月
に
は
、
下
駄
箱
の
ト

レ
イ
と
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
錆
び

取
り
と
塗
り
替
え
作
業
を
実
施
。

初
の
大
仕
事
に
、
加
藤
さ
ん
ら
は

参
加
者
の
数
を
心
配
し
た
が
、
約

20
人
も
集
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
全

校
生
徒
分
、
約
６
０
０
枚
の
ト
レ

イ
を
塗
り
直
す
作
業
は
困
難
。
加

藤
さ
ん
で
す
ら
、
そ
の
日
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
を
諦
め
か
け
た
。
し

か
し
、
参
加
者
は
誰
一
人
と
し
て

途
中
で
帰
ら
ず
、
黙
々
と
作
業
を

進
め
、
一
日
で
や
り
遂
げ
た
。

　

普
段
は
仕
事
を
し
て
い
る
参
加

者
た
ち
が
、
塗
り
直
し
た
壁
や
下

駄
箱
ト
レ
イ
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

に
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
姿
を
知
る

機
会
は
少
な
い
。
大
量
で
地
道
な

作
業
に
「
し
ん
ど
い
」
と
本
音
を

学校が地域社会の中で子どもを育てる存在で
あり続けるために 上久保小学校おやじの会
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漏
ら
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も

「
よ
っ
し
ゃ
、
や
っ
た
る
か
」
と

腕
ま
く
り
を
し
て
、
ま
た
黙
々
と

作
業
す
る
『
親
父
』
た
ち
は
、
男

気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、「
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」

と
話
す
加
藤
さ
ん
。
参
加
し
て
く

れ
た
多
く
の
人
々
に
「
ど
う
伝
え

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
、
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
語
っ
た
。
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▲まちづくり事業から生まれた『海鮮野郎ホッキーガイ』を囲む、まち・きらきらセミナー参加者たち
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女性の視点からまちづくり事業を企画！
まち・きらきらセミナー

　

地
元
の
温
泉
や
特
産
物
、
英
会

話
、
偉
人
と
い
っ
た
魅
力
の
発
信

や
、
子
育
て
・
料
理
な
ど
、
女
性

の
視
点
を
生
か
し
た
事
業
は
ど
れ

も
力
作
ぞ
ろ
い
。
今
回
発
表
さ
れ

た
中
に
は
、
市
の
『
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
市
民
提
案
事
業
』
へ
の
応

募
を
考
え
て
い
る
事
業
も
あ
り
、

収
支
や
開
催
時
期
な
ど
、
実
現
を

目
指
し
て
綿
密
に
計
画
さ
れ
て
い

た
。
田
中
講
師
は
、
全
て
の
事
業

の
実
現
に
期
待
を
寄
せ
、
危
機
管

理
意
識
や
グ
ル
ー
プ
内
の
対
等
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
活
動
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
要
点
を
伝
授
。
さ
ら
に

「
最
も
大
切
な
の
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
」
と
話
し
、
各
グ
ル
ー
プ

の
事
業
を
参
加
者
同
士
で
支
援
す

る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
を
呼

び
掛
け
た
。
そ
の
後
、
受
講
者
か

ら
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
求
め
る
声

が
挙
が
り
、『
ま
ち
・
き
ら
き
ら

セ
ミ
ナ
ー
』
歴
代
参
加
者
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、『（
仮
称
）
ま
ち
・

き
ら
ネ
ッ
ト
』
の
設
立
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
る
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
と
発

想
、
行
動
力
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

合
わ
さ
れ
ば
鬼
に
金
棒
。
き
ら
き

ら
輝
く
女
性
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

に
、今
後
さ
ら
に
期
待
が
高
ま
る
。

　
「
三
沢
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え

た
い
」「
三
沢
を
元
気
に
し
た
い
」。

三
沢
を
愛
す
る
女
性
が
集
ま
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
学
び
、
つ
な
が
り

を
築
き
な
が
ら
、
事
業
実
現
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
市

が
、
女
性
の
視
点
か
ら
三
沢
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
参
加
の
き
っ
か
け
と
女
性

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う

と
平
成
21
年
に
開
始
し
た『
ま
ち
・

き
ら
き
ら
セ
ミ
ナ
ー
』。
ま
ち
の

魅
力
を
載
せ
た
地
図
を
作
っ
た

り
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
の

創
作
を
目
指
す
な
ど
、毎
年
、テ
ー

マ
や
手
法
、
メ
ン
バ
ー
を
変
え
な

が
ら
継
続
し
て
き
た
。

　

６
年
目
と
な
る
今
年
は
、
女
性

の
視
点
を
生
か
し
た
情
報
発
信
と

人
材
育
成
を
テ
ー
マ
に
、
19
人
の

女
性
が
参
加
。
市
民
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
み
さ
わ
を
会
場

に
、
全
５
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
た
。
講
師
の
あ
お
も
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
田
中
弘
子
理

事
長
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
参
加
者
は
、

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
事
業
を
企
画
。
最
終
回

で
は
、
各
事
業
案
を
発
表
し
、
意

見
を
交
わ
し
た
。
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